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明
治
期
、
静
岡
県
下
の
雅
楽
の
広
が
り
に
つ
い
て

—
—

大
井
菅
麿
の
日
記
を
中
心
に

寺　

内　

直　

子

は
じ
め
に

本
稿
は
、
雅
楽
研
究
に
お
い
て
未
だ
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
明
治
維
新
後
の
地
方
に
お
け
る
雅
楽
の
広
が
り
を
、
現
・
静
岡

県
下
で
神
官
を
し
て
い
た
大
井
菅
麿
の
日
記
か
ら
探
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
維
新
後
、
国
家
神
道
の
整
備
の
過
程
で
神
社
の
格

づ
け
や
統
廃
合
が
行
わ
れ
、祭
儀
の
様
式
も
定
め
ら
れ
た
。
雅
楽
は
祭
儀
に
用
い
る
べ
き
音
楽
と
し
て
、時
期
に
よ
る
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、

用
い
る
種
類
や
箇
所
が
規
定
さ
れ
た
（
阪
本　

二
〇
一
六
、
塚
原　

二
〇
〇
九
）。
春
日
大
社
や
熱
田
神
宮
な
ど
一
部
の
大
き
な
神
社
で

は
例
外
的
に
江
戸
時
代
以
前
か
ら
祭
礼
に
雅
楽
を
用
い
て
き
た
が
、
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
の
神
社
で
は
、
太
々
神
楽
な
ど
在
来
の
古
く
か
ら

の
芸
能
を
以
て
神
事
を
執
り
行
っ
て
き
た
。
伊
勢
神
宮
で
さ
え
も
江
戸
時
代
ま
で
は
雅
楽
伝
承
は
持
た
ず

一
、
明
治
維
新
後
に
雅
楽
奏
楽
担

当
職
員
を
新
た
に
抱
え
、
宮
内
省
の
楽
人

二
に
師
事
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
自
前
で
雅
楽
奏
楽
を
行
え
る
体
制
を
整
え
た
（
水
原
一
九
七
三
、

島
津
一
九
九
五
、二
〇
一
五
）。
伊
勢
神
宮
は
、
い
わ
ば
国
家
神
道
の
筆
頭
に
位
置
す
る
大
神
社
と
し
て
、
皇
室
、
政
府
か
ら
の
特
別
な
崇

敬
を
受
け
て
、
宮
内
省
楽
部
の
楽
人
が
出
張
演
奏
に
赴
い
た
り
、
神
宮
職
員
が
楽
部
の
楽
人
か
ら
直
接
教
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

比
較
的
小
規
模
な
地
方
の
神
社
で
は
、
雅
楽
を
教
授
で
き
る
人
を
見
つ
け
る
こ
と
す
ら
難
し
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
雅
楽
は
天
皇
儀
礼
と
結
び
つ
き
、
専
門
的
・
世
襲
的
職
能
集
団
（
楽
人
）
が
伝
承
し
て
き
た
。
雅
楽
の
世
襲
的
楽
人
の
頂
点

は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
関
西
の
京
都
、
南
都
、
大
坂
（
天
王
寺
）
を
本
拠
地
と
す
る
禁
裏
楽
人
、
明
治
以
後
は
禁
裏
楽
人
を
母
体
と
し
て

東
京
で
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
再
編
さ
れ
た
雅
楽
局
（
の
ち
に
宮
内
省
楽
部
、
戦
後
は
宮
内
庁
楽
部
）
の
楽
人
で
あ
る

三
。
明
治
以
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降
は
政
府
の
雅
楽
解
禁
政
策
に
よ
り

四
雅
楽
は
一
般
に
解
放
さ
れ
、
神
社
で
も
神
官
た
ち
が
自
由
に
演
奏
で
き
る
音
楽
と
な
っ
た
が
、
地

方
の
神
社
の
者
が
い
き
な
り
東
京
で
宮
内
省
の
楽
人
に
学
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
「
中
間
師
匠
」
で
あ

る
。
一
般
的
に
、
中
間
師
匠
は
、「
中
央
」
の
頂
点
に
立
つ
少
数
の
芸
能
者
と
不
特
定
多
数
の
素
人
弟
子
と
の
間
を
取
り
持
つ
指
導
者
で
、

基
本
的
に
熱
意
と
能
力
が
あ
れ
ば
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
山
松
之
助
は
、
雅
楽
と
い
う
種
目
に
お
い
て
も
、「
中
央
」
の
禁
裏

楽
人
か
ら
技
を
習
得
し
、
地
方
で
人
々
に
教
授
し
た
中
間
師
匠
が
す
で
に
江
戸
時
代
後
期
に
現
れ
た
こ
と
を
早
く
か
ら
指
摘
し
た
（
西
山　

一
九
五
九
）。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
未
だ
ほ
と
ん
ど
報
告
が
な
い
明
治
期
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
央
の
雅
楽
局
（
宮
内
省
楽
部
）
と
民
間

の
雅
楽
実
践
者
の
間
に
立
ち
、
静
岡
県
下
（
駿
河
、
遠
江
）
で
中
間
師
匠
と
し
て
活
躍
し
た
東
儀
弘
長
（
音
和
）
と
大
井
菅
麿
と
い
う
二

人
の
人
物
に
注
目
し
、
同
地
域
に
お
け
る
雅
楽
の
広
が
り
を
考
察
す
る
。

東
儀
弘
長
（
一
八
三
三
〜
一
八
八
七
、
も
と
弘
城
、
維
新
後
に
音
和
と
改
）
は
、
旧
天
王
寺
方
楽
人
東
儀
家
の
人
で
あ
る
。
東
儀
家

は
大
坂
を
本
拠
地
と
す
る
が
、
一
部
の
家
は
中
世
の
末
に
勅
命
に
よ
っ
て
京
都
に
移
住
し
「
在
京
天
王
寺
方
」
と
な
っ
た

五
。
そ
の
中
か

ら
、
さ
ら
に
江
戸
初
期
、
寛
永
十
九
（
一
六
四
二
）
年
、
兼
長
（
？
〜
一
六
五
二
）
の
時
に
幕
府
か
ら
関
東
下
向
を
命
じ
ら
れ
、
江
戸
で

「
紅
葉
山
楽
人
」
と
な
っ
た
の
が
弘
長
の
ご
先
祖
で
あ
る
。
紅
葉
山
楽
人
は
、
江
戸
城
紅
葉
山
の
将
軍
廟
や
寛
永
寺
、
上
野
東
照
宮
、
増

上
寺
な
ど
の
法
要
、
祭
祀
で
雅
楽
を
演
奏
し
、『
武
鑑
』
に
も
「
御
楽
人
衆
」
と
し
て
出
て
く
る
幕
臣
で
あ
っ
た
。
弘
長
家
に
残
る
『
家

傳
』
に
よ
れ
ば
、
弘
長
は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
か
ら
見
習
奉
公
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
に
父
・
常
城
か
ら
家
督
相
続
、
慶
応
四

（
一
八
六
八=

明
治
元
）
年
に
は
人
減
ら
し
の
た
め
勤
仕
並
小
普
請
に
入
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
同
年
十
月
に
は
、
さ
ら
に
翌
年
（
明
治

二
巳
＝
一
八
六
九
年
）
年
三
月
に
静
岡
勤
番
に
な
る
よ
う
、
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
こ
の
移
住
に
つ
い
て
、
東
儀
家
に
は
、
江
戸
か
ら
文
書

や
楽
器
、
家
財
を
ま
と
め
て
船
に
乗
り
、
静
岡
ま
で
来
た
、
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る

六
。
こ
の
よ
う
に
、
維
新
後
、
徳
川
慶
喜
に
従
っ

て
静
岡
に
移
住
し
た
幕
臣
た
ち
を
「
静
岡
士
族
」

七
と
い
う
。
移
住
先
の
静
岡
で
、
弘
長
は
神
社
関
係
者
な
ど
に
広
く
雅
楽
を
教
え
、
静
岡

の
雅
楽
の
礎
を
築
い
た

八
。

一
方
、
大
井
菅
麿
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
〇
頃
）
は
静
岡
浅
間
神
社
な
ど
に
奉
職
し
た
神
官
で
あ
る
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
か
ら

二
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明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
ま
で
の
本
人
の
日
記

九
（
以
下
、『
菅
麿
日
記
』
と
略
）
が
、静
岡
県
立
中
央
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
菅
麿
と
そ
の
父
・
安
親
の
日
記

一
〇

か
ら
判
明
す
る
限
り
、
大
井
家
は
静
岡
の
静
岡
浅
間
神
社
（
特
に
奈
吾
屋
神
社
）

で
神
官
を
し
て
い
た
家
だ
が
、
神
官
は
維
新
後
、
国
家
神
道
の
体
制
下
で
、
父
祖
代
々
の
地
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
の
神
社
に
転
勤
・

赴
任
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
菅
麿
の
維
新
後
の
経
歴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
六
年
一
月		

菅
麿　

静
岡
縣
ゝ
社
祠
官
拝
命
（
神
部
浅
間
大
歳
神
社
）

明
治
六
年
八
月
十
四
日	

於
本
縣
列
士
族
可
為
当
縣
貫
属
旨
被
申
付
候　

（
以
上
、
大
井
安
親
日
記　

明
治
七
年
十
一
月
廿
八
日
条
）

明
治
十
六
年
五
月
廿
二
日
付	

福
島
県　

伊
佐
須
美
神
社
禰
宜
拝
命

明
治
十
六
年
十
二
月
廿
二
日
付	
千
葉
県　

安
房
神
社
禰
宜
拝
命

明
治
十
九
年
四
月
六
日
付		
静
岡
県　

小
國
神
社
宮
司
拝
命

明
治
廿
一
年
五
月
廿
二
日
付	

静
岡
県　

神
部
浅
間
大
歳
神
社
宮
司
拝
命

明
治
廿
一
年
十
月
廿
六
日
辞
令
受
取	

静
岡
県　

井
伊
谷
宮
宮
司
拝
命

明
治
四
十
三
年
四
月
十
五
日
付	

内
閣
総
理
大
臣
桂
太
郎
宛　

井
伊
谷
宮
宮
司
辞
職
願

（『
菅
麿
日
記
』
よ
り
）

菅
麿
は
明
治
四
十
三
年
四
月
に
辞
表
を
提
出
し

一
一

、
井
伊
谷
宮
宮
司
を
辞
し
て
、
静
岡
市
内
の
本
宅
に
戻
る
。『
菅
麿
日
記
』
は
同
年
六

月
末
日
ま
で
し
か
見
え
ず
、
そ
れ
以
降
、
菅
麿
の
消
息
は
不
明
だ
が
、
明
治
四
十
三
年
当
時
、
菅
麿
は
す
で
に
七
十
五
歳
で
、
こ
の
頃
の

日
記
は
筆
も
力
無
く
乱
れ
が
ち
で
、
記
述
の
量
も
少
な
い
。
時
折
、
知
人
の
誘
い
を
病
気
を
理
由
に
断
る
よ
う
な
記
事
も
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
か
な
り
体
力
が
衰
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
辞
職
を
思
い
立
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三
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菅
麿
は
国
学
、
和
歌
に
造
詣
が
深
く
、
神
社
の
毎
月
の
月
次
祭
の
後
に
は
歌
会
も
催
し
て
い
た
。『
大
井
菅
麻
呂
和
歌
雑
録
』
な
ど
の
遺

稿
も
残
っ
て
い
る

一
二

。
菅
麿
の
功
績
は
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
国
学
、
和
歌
の
関
係
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
日
記
を
見
る
限
り
雅

楽
の
腕
前
も
相
当
な
も
の
で
、
本
稿
で
は
雅
楽
人
と
し
て
の
菅
麿
の
業
績
に
着
目
す
る
。
ち
な
み
に
、
管
見
に
よ
れ
ば
菅
麿
の
和
歌
、
国

学
の
研
究
は
未
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
日
記
を
活
用
し
た
本
格
的
な
研
究
と
し
て
も
、
雅
楽
に
焦
点
を
当
て
た
本
稿
が
初
め
て
と
な
る
。

菅
麿
は
東
儀
音
和
か
ら
雅
楽
を
修
得
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
静
岡
に
い
る
時
は
、
音
和
や
そ
の
息
子
の
春
太
郎
（
一
八
七
一
〜

一
九
三
八
）、
さ
ら
に
雅
楽
の
仲
間
を
頻
繁
に
訪
ね
て
稽
古
や
合
奏
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
遠
州
一
宮
の
小
國
神
社
の
宮
司
や
、
引
佐

郡
の
井
伊
谷
宮
の
宮
司
を
し
て
い
た
時
期
に
は
、
現
地
も
し
く
は
周
辺
の
神
社
関
係
者
や
天
理
教
の
信
徒
な
ど
多
数
に
雅
楽
を
教
授
し
て

い
る
。

本
稿
は
『
菅
麿
日
記
』
を
も
と
に
、
ま
ず
静
岡
に
お
け
る
東
儀
音
和
を
中
心
と
し
た
雅
楽
の
同
志
た
ち
の
活
動
と
、
静
岡
浅
間
神
社
の

儀
礼
に
お
け
る
雅
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
考
察
し
、
後
半
で
は
、
菅
麿
が
赴
任
し
た
小
國
神
社
、
井
伊
谷
宮
、
お
よ
び
、
袋
井
、
磐
田
、

気
賀
な
ど
に
お
け
る
菅
麿
の
雅
楽
演
奏
、
教
授
の
実
態
を
通
し
て
、
同
地
域
の
雅
楽
の
広
が
り
を
考
察
す
る

一
三

。

一
　
静
岡
中
心
部
に
お
け
る
雅
楽
の
広
が
り

一
―
一
　
雅
楽
演
奏
者
の
育
成

前
述
の
通
り
、
東
儀
音
和
が
静
岡
に
移
住
し
た
の
は
明
治
二
年
頃
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、『
菅
麿
日
記
』
の
明
治
維
新
後
の
部

分
は
明
治
五
年
十
一
月
以
降
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、『
久
能
山
誌
』
で
は
別
の
資
料
か
ら

一
四

、
東
儀
音
和
ら
五
人
の
旧
紅
葉
山
楽

人
が
明
治
二
年
に
来
岡
以
降
、
す
ぐ
に
久
能
山
の
祭
事
で
雅
楽
演
奏
を
行
い
、
弟
子
も
取
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
静
岡
市　

二
〇
一
六
、一
四
一—

一
四
三
）。『
菅
麿
日
記
』
に
現
れ
る
最
も
早
い
雅
楽
関
連
の
記
録
は
、
次
の
部
分
で
あ
る
。

明
治
六
年
一
月
九
日
（
句
読
点
恣
意
、
以
下
同
）

四
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一　

八
幡
氏
来
り
候
得
共
、
気
分
不
宜
候
間
建
穂
へ
は
不
行
、
宅
ニ
而
二
、三
曲
合
奏
し
て
被
帰
候
。

八
幡
（
清
雄
）
が
や
っ
て
来
た
が
、
気
分
が
あ
ま
り
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
の
で
建
穂
（
敏
雄
）
宅
に
は
行
か
ず
、
自
分
の
家
で
二
、三
曲

合
奏
し
て
、
八
幡
は
帰
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
八
幡
と
建
穂
は
同
僚
の
神
官
で
あ
る
。
右
の
記
録
に
は
は
っ
き
り
と
「
雅
楽
」
と
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、『
菅
麿
日
記
』
の
後
の
条
に
は
、
こ
の
二
人
を
含
む
神
官
、
愛
好
家
ら
と
雅
楽
を
合
奏
す
る
記
事
が
頻
出
す
る
の
で
、

右
の
「
合
奏
」
も
「
雅
楽
合
奏
」
と
考
え
て
よ
い
。
修
得
し
た
雅
楽
の
技
能
を
広
く
一
般
に
も
公
開
し
た
い
と
菅
麿
は
考
え
た
よ
う
で
、

諸
般
の
協
力
と
理
解
を
取
り
付
け
、
明
治
六
年
四
月
に
静
岡
浅
間
神
社
で
雅
楽
の
公
開
発
表
会
を
開
催
し
た
。

明
治
六
年
四
月
六
日

一　

早
起
、御
宮
え
出
、所
々
見
廻
リ
、廻
廊
上
ノ
間
弁
掃
除
い
た
し
、翠
簾
ヲ
掛
申
候
。
祈
祷
所
モ
野
崎
ゟ
店
之
者
弐
人
差
越
候
ニ
付
、

片
付
、
掃
除
為
致
申
候
。
雇
人
ヲ
壱
人
い
た
し
東
儀
氏
へ
羯
皷
借
ニ
遣
し
、
松
浦
氏
ゟ
太
皷
并
箏
二
面
、
琵
琶
壱
面
為
持
越
申
候
。

一　

午
後
一
時
頃
ゟ
松
浦
隠
居
并
同
居
人
、
加
藤
氏
、
浅
井
氏
、
入
江
氏
、
伊
東
氏
、
建
穂
氏
、
東
儀
氏
、
石
川
氏
、
仁
木
氏
等
集
会
。

三
時
頃
ヨ
リ
管
絃
ヲ
始
申
候
。
平
調
音
取
、
万
歳
楽
、
三
䑓
塩
急
、
伊
勢
海
、
陪
臚
、
林
歌
残
楽
三
反
吹
。
郢
曲
嘉
辰
、
鶏
徳
、
都

合
七
曲
也
。
自
分
ハ
陪
臚
ヲ
残
ル
。
長
沢
権
参
事
、
藤
沼
典
事
、
齊
藤
氏
、
松
井
氏
、
蜂
谷
氏
、
其
外
官
員
聴
聞
ニ
被
参
候
。
冨
士
萬
、

石
川
少
雄
、
野
崎
徳
成
、
吉
川
東
一
郎
、
其
外
、
市
在
之
者
大
勢
参
詣
ニ
来
リ
、
聴
聞
い
た
し
候
。（
後
略
）

右
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
演
奏
者
は
、
松
浦
隠
居
、
松
浦
家
同
居
人
、
加
藤
、
浅
井
、
入
江
、
伊
東
、
建
穂
、
東
儀
、
石
川
、
仁
木
、
そ

れ
に
菅
麿
の
十
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
羯
鼓
、
太
鼓
、
箏
二
面
、
琵
琶
一
面
を
借
り
て
い
る
の
で
（
計
五
名
）、
残
り
の
三
管
（
三
種
類

の
管
楽
器
＝
笙
、
篳
篥
、
笛
）
を
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
（
計
六
名
）
の
編
成
と
す
る
と
十
一
人
に
な
る
。
楽
曲
は
、
唐
楽
、
平
調
の
管
絃

が
〈
万
歳
楽
〉〈
三
䑓
塩
急
〉〈
陪
臚
〉〈
林
歌
〉〈
慶
徳
〉
の
五
曲
、
催
馬
楽
〈
伊
勢
海
〉、
朗
詠
〈
嘉
辰
〉
の
合
計
七
曲
で
あ
っ
た
。〈
陪

五
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臚
〉
と
〈
林
歌
〉
は
残
楽

一
五

で
演
奏
さ
れ
た
。「
自
分
ハ
陪
臚
ヲ
残
ル
」
と
記
し
て
い
る
が
、
菅
麿
は
こ
の
時
期
、
箏
、
琵
琶
は
所
有
し

て
お
ら
ず
、
あ
ま
り
絃
楽
器
に
は
通
じ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、〈
陪
臚
〉
の
残
楽
で
は
篳
篥
を
演
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

管
絃
曲
に
催
馬
楽
と
朗
詠
を
加
え
、
唐
楽
の
い
く
つ
か
を
残
楽
で
行
う
と
い
う
形
式
と
選
曲
は
、
古
く
か
ら
宮
中
で
行
わ
れ
て
き
た
管
絃

の
催
し
の
形
式
と
内
容
を
強
く
意
識
し
て
組
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
六
年
の
時
点
で
す
で
に
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
人
前

で
披
露
で
き
る
質
（
技
量
）
と
量
（
レ
パ
ー
ト
リ
ー
）
を
具
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
逆
算
し
て
、
東
儀
音
和
が
静
岡
に
来

て
以
降
、
明
治
四
、五
年
頃
に
は
、
菅
麿
の
よ
う
な
神
社
関
係
者
を
中
心
に
、
雅
楽
を
修
得
し
た
者
が
少
な
く
と
も
十
数
人
は
育
っ
て
い
た
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

雅
楽
に
関
す
る
彼
ら
の
熱
意
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
次
の
催
し
物
に
も
表
れ
て
い
る
。

明
治
七
年
三
月
廿
八
日

今
日
社
務
所
ニ
而
管
絃
ヲ
催
申
候
。
但
、
三
十
楽
也
。
午
前
九
時
頃
ヨ
リ
初
メ
、
明
リ
ヲ
付
ル
迄
掛
り
申
候
。
六
調
子
ヲ
五
曲
ツ
ゝ

吹
申
候
。
東
儀
音
和
、
東
儀
閑
八
、
遠
山
道
紀
、
浅
井
栄
男
、
仁
木
雨
夕
軒
、
入
江
新
八
郎
、
竹
田
斯
祜
、
伊
藤
三
六
、八
幡
清
雄
、

酒
井
大
蠖
等
来
ル
。
昼
食
弁
当
菅
麿
出
ス
。
吹
畢
テ
酒
モ
出
ス
。

こ
の
日
の
催
し
は
、
公
開
演
奏
会
と
い
う
よ
り
、
同
好
の
士
が
集
ま
り
、
唐
楽
の
六
調
子
か
ら
よ
く
演
奏
さ
れ
る
五
曲
を
選
び
、
合
計

三
十
曲
を
順
に
合
奏
す
る
、
一
種
の
雅
楽
演
奏
耐
久
レ
ー
ス
の
よ
う
な
催
し
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
午
前
九
時
か
ら
始
め
た
が
、
終

わ
っ
た
の
は
「
明
リ
ヲ
付
ル
」
頃
だ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
ら
の
演
奏
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
す
で
に
唐
楽
の
全
て
の
調
子
に
わ

た
り
、
三
十
曲
を
く
だ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
参
加
者
の
具
体
的
な
担
当
曲
目
と
楽
器
も
記
さ
れ
て
お
り
、
最
低
三
管
は
必

ず
入
り
、
こ
れ
に
臨
機
応
変
に
琵
琶
、
箏
、
太
鼓
を
加
え
て
合
奏
し
た（
表
一
）。
師
匠
の
東
儀
音
和
と
閑
八
の
演
奏
曲
目
の
詳
細
は
省
略

さ
れ
て
い
る
が
、『
菅
麿
日
記
』
に
添
付
さ
れ
て
い
る
次
の
担
当
楽
器
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
笛
、
篳
篥
、
琵
琶
、
箏
、
太
鼓
を
適
宜
助
演

六
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し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

笙　
　

遠
山
道
紀　

浅
井
栄
男

篳
篥　

東
儀
音
和　

入
江
新
八
郎　

竹
田
斯
祜　

伊
藤
三
六

笛　
　

東
儀
閑
八　

仁
木
雨
夕
軒　

八
幡
清
雄　

酒
井
大
蠖　
（
大
井
）
菅
麿

琵
琶　

東
儀
閑
八　

仁
木
雨
夕
軒　

箏　
　

東
儀
音
和

太
皷　

入
江
新
八
郎　

東
儀
音
和　

菅
麿

表
一
　
明
治
七
年
三
月
廿
八
日
　
三
十
楽
演
奏
会

	 添
付
さ
れ
て
い
る
次
の
担
当
楽
器
⼀
覧
表
に
よ
れ
ば
︑
笛
︑
篳
篥
︑
琵
琶
︑
箏
︑
太
⿎
を
適
宜
助
演
し

た
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 
笙 

 
遠
⼭
道
紀 

浅
井
栄
男 

篳
篥 
東
儀
⾳
和 

⼊
江
新
⼋
郎 

⽵
⽥
斯
祜 

伊
藤
三
六 

笛 
 

東
儀
閑
⼋ 

仁
⽊
⾬
⼣
軒 

⼋
幡
清
雄 

酒
井
⼤
蠖 

︵
⼤
井
︶
菅
麿 

琵
琶 

東
儀
閑
⼋ 
仁
⽊
⾬
⼣
軒 

 

箏 
 

東
儀
⾳
和 

太
皷 

⼊
江
新
⼋
郎 
東
儀
⾳
和 

菅
麿 

 

表
⼀ 

明
治
七
年
三
⽉
廿
⼋
⽇ 

三
⼗
楽
演
奏
会 

 

 

一―

二 

神
道
系
儀
式
に
お
け
る
雅
楽
奏
楽
の
確
立 

 

右
に
紹
介
し
た
の
は
︑
い
ず
れ
も
︑
雅
楽
演
奏
を
楽
し
み
︑
演
奏
を
披
露
す
る
⽬
的
で
催
さ
れ
た
管

絃
の
会
の
例
で
あ
�
た
︒
し
か
し
︑
こ
れ
ら
の
⼈
々
は
神
道
の
年
中
⾏
事
に
お
け
る
儀
式
⾳
楽
と
し
て

の
雅
楽
演
奏
に
も
頻
繁
に
関
わ
�
て
い
る
︒
差
し
当
た
り
﹃
菅
麿
⽇
記
﹄
で
雅
楽
に
関
す
る
記
述
が
現

れ
る
明
治
六
年
か
ら
︑
福
島
県
伊
佐
須
美
神
社
に
禰
宜
と
し
て
転
出
す
る
明
治
⼗
六
年
ま
で
の
記
録
を

⾒
て
み
よ
う
︒
菅
麿
が
祠
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
静
岡
浅
間
神
社

⼀
六

で
は
︑
左
記
の
よ
う
な
定
例
⾏

事
で
雅
楽
の
奏
楽
が
⾏
わ
れ
た
︒ 

 

⼀
⽉
三
⽇ 

 
 

元
始
祭 

⼆
⽉
四
⽇ 

 
 

祈
年
祭 

三
⽉
三
⽇ 

 
 

祭
典
︵
桃
華
祭
�
例
祭
︶ 

毎
⽉
⼗
七
⽇ 

 

中
教
院
⼩
祭
︵
六
⽉
は
⼤
祭
︶ 

七
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一
―
二
　
神
道
系
儀
式
に
お
け
る
雅
楽
奏
楽
の
確
立

右
に
紹
介
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
、
雅
楽
演
奏
を
楽
し
み
、
演
奏
を
披
露
す
る
目
的
で
催
さ
れ
た
管
絃
の
会
の
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
人
々
は
神
道
の
年
中
行
事
に
お
け
る
儀
式
音
楽
と
し
て
の
雅
楽
演
奏
に
も
頻
繁
に
関
わ
っ
て
い
る
。
差
し
当
た
り
『
菅
麿
日
記
』

で
雅
楽
に
関
す
る
記
述
が
現
れ
る
明
治
六
年
か
ら
、
福
島
県
伊
佐
須
美
神
社
に
禰
宜
と
し
て
転
出
す
る
明
治
十
六
年
ま
で
の
記
録
を
見
て

み
よ
う
。
菅
麿
が
祠
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
静
岡
浅
間
神
社

一
六

で
は
、
左
記
の
よ
う
な
定
例
行
事
で
雅
楽
の
奏
楽
が
行
わ
れ
た
。

一
月
三
日	
元
始
祭

二
月
四
日	

祈
年
祭

三
月
三
日	

祭
典
（
桃
華
祭
＝
例
祭
）

毎
月
十
七
日	

中
教
院
小
祭
（
六
月
は
大
祭
）

九
月
廿
五
日	

秋
季
神
衣
祭

十
一
月
三
日	

天
長
節
祭

十
一
月
廿
三
日	

祭
典
（
新
嘗
祭
）

元
始
祭
は
明
治
三
年
に
始
ま
っ
た
祭
、
祈
年
祭
と
新
嘗
祭
は
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
明
治
期
に
一
般
の
神
社
で
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
長
節
も
明
治
に
な
っ
て
か
ら
国
家
の
祝
祭
と
し
て
制
定
さ
れ
た
天
皇
誕
生
日
を
祝
う
祭
り
で
、
明
治
天

皇
の
誕
生
日
は
十
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。
中
教
院
と
は
、
明
治
政
府
が
敬
神
愛
国
思
想
を
普
及
す
る
た
め
に
各
府
県
に
置
い
た
施
設
の
こ

と
で

一
七

、
中
央
に
は
大
教
院

一
八

が
置
か
れ
た
（
増
上
寺
、
明
治
六
年
〜
八
年
）。
静
岡
の
中
教
院
は
静
岡
浅
間
神
社
内
に
置
か
れ
た
（
静
岡

県
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
九
、八
七
二
）。
中
教
院
の
神
殿
で
は
、
毎
月
十
七
日
に
小
祭
が
、
六
月
十
七
日
に
は
大
祭
が
行
な
わ
れ
た
。

『
菅
麿
日
記
』
で
は
、
明
治
七
年
か
ら
九
年
の
三
月
頃
ま
で
は
、「
中
教
院
小
祭
」「
中
教
院
神
殿
大
祭
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
、
九
年

八
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一
月
以
降
か
ら
は
「
分
局
」
の
文
字
も
見
え
、
九
年
の
四
月
以
降
は
も
っ
ぱ
ら
「
分
局
」
の
小
祭
や
祭
典
と
表
記
さ
れ
る

一
九

。
天
長
節
で

の
奏
楽
は
始
め
の
う
ち
は
見
え
な
い
が
、明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
か
ら
奏
楽
の
記
述
が
現
れ
る
。
九
月
二
十
五
日
頃
に
行
わ
れ
た
「
秋

季
祭
」
あ
る
い
は
「
神
衣
祭
」
と
書
か
れ
る
行
事
で
も
奏
楽
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
全
国
の
神
社
に
共
通
の
祭
で
あ
っ
た
。

一
方
、
桃
華
祭
は
静
岡
浅
間
神
社
で
明
治
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
古
い
行
事
で
あ
る
（『
菅
麿
日
記
』
で
は
単

に
「
祭
典
」
も
し
く
は
「
例
祭
」
と
記
さ
れ
る
）。
同
社
のFacebook

に
よ
れ
ば
、桃
華
祭
は
江
戸
時
代
ま
で
は
「
三
月
会
」
と
呼
ば
れ
、

久
能
寺

二
〇

か
ら
菩
薩
舞
を
奉
納
す
る
神
事
で
あ
っ
た

二
一

。
雅
楽
は
明
治
の
神
道
儀
礼
の
整
備
の
過
程
で
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
は
恒
例
の
年
中
行
事
だ
が
、
こ
の
他
臨
時
の
奏
楽
と
し
て
、
招
魂
祭
や
神
道
式
の
葬
祭
で
の
奏
楽
、
他
社
の
祭
礼
（
例
え
ば
八
月

十
五
日
、
八
幡
社
祭
礼
）
に
菅
麿
ら
が
出
張
し
て
奏
楽
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
維
新
後
の
祭
儀
に
お
け
る
雅
楽
の
用
途
は
、
か
な
り
形
式
化
さ
れ
限
ら
れ
た
使
用
法
に
な
っ
て
い
る
。
神
事
は
一
般

的
に
、
神
を
お
迎
え
し
て
神
饌
を
捧
げ
る
開
扉
・
献
饌
、
祝
詞
を
奏
上
し
て
神
事
の
趣
旨
の
説
明
や
祈
願
を
行
い
奉
幣
す
る
中
心
部
分
、

神
饌
を
下
げ
て
神
を
お
送
り
す
る
撤
饌
・
閉
扉
に
分
け
ら
れ
る
。
開
扉
・
献
饌
と
撤
饌
・
閉
扉
は
雅
楽
の
奏
楽
伴
奏
が
あ
る
。
神
事
の
冒

頭
の
祓
の
時
に
和
琴
（
箏
）
の
弾
奏
、
開
扉
の
時
に
人
声
に
よ
る
警
蹕
が
付
く
場
合
も
あ
る
。
祝
詞
の
部
分
は
、
神
事
の
趣
旨
や
祈
願
を

伝
え
る
た
め
に
言
葉
が
は
っ
き
り
と
神
に
届
く
必
要
が
あ
り
、
音
楽
の
伴
奏
は
付
か
な
い
。

古
く
か
ら
の
行
事
で
は
、
こ
の
祝
詞
の
後
に
、「
○
○
神
楽
」
な
ど
、
歌
や
踊
り
か
ら
成
る
そ
の
土
地
固
有
の
神
事
芸
能
が
演
じ
ら
れ

た
。
江
戸
時
代
の
伊
勢
の
太
々
神
楽
の
よ
う
に
、
神
楽
の
部
分
が
数
曲
か
ら
十
数
曲
に
及
び
、
神
事
の
大
部
分
を
成
す
場
合
も
あ
る
（
本

田　

一
九
五
四
／
一
九
九
五
）。静
岡
浅
間
神
社
で
も
古
い「
神
子
神
楽
」を
伝
承
し
て
お
り
、維
新
以
降
も
し
ば
ら
く
続
い
た
。例
え
ば
、『
菅

麿
日
記
』
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
三
月
三
日
条
に
は
、（
雅
楽
）
奏
楽
に
よ
る
開
扉
、献
饌
が
あ
り
、続
い
て
祝
詞
、さ
ら
に
「
夫
ゟ
神
楽
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
儀
式
の
後
に
は
、「
神
子
弐
人
、
太
皷
役
え
金
五
十
疋
ツ
ゝ
宛
、
神
供
添
、
遣
ス
」
と
あ
り
、
神
楽
は
「
神
子
（
巫
女
）」

二
人
に
よ
る
踊
り
、伴
奏
は
太
鼓
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

二
二

。
ま
た
、明
治
七
年
八
月
十
七
日
条
に
は
、信
徒
の
妻
の
「
病
気
平
癒
祈
祷
神
楽
」

で
神
楽
が
あ
り
、「
神
子
さ
と
、
す
ミ
、
太
皷
役
権
七
、
笛
酒
井
大
蠖
四
人
」
に
そ
れ
ぞ
れ
四
百
文
が
支
払
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

九
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こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
在
来
の
古
い
神
楽
は
、
三
月
三
日
桃
華
祭
の
よ
う
な
古
く
か
ら
の
神
事
や
、
信
徒
か
ら
の
要
請
に

応
じ
て
行
わ
れ
る
私
的
祈
願
な
ど
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
整
え
ら
れ
た
元
始
祭
な
ど
の
新

し
い
神
道
儀
礼
で
は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
元
始
祭
な
ど
の
新
し
い
恒
例
行
事
の
中
心
部
分
は
祝
詞
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
神

を
喜
ば
せ
る
芸
能
的
要
素
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
え
る
だ
ろ
う

二
三

。

一
―
三
　
新
し
く
導
入
さ
れ
た
春
日
大
社
系
「
倭
舞
」
と
「
巫
女
舞
」

こ
こ
で
、明
治
以
降
の
神
社
の
行
事
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
芸
能
的
性
質
の
強
い
演
目
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、春
日
大
社
で
伝
承
さ
れ
、

維
新
後
に
そ
の
他
の
神
社
に
も
広
ま
っ
た
「
倭
舞
」
で
あ
る
。

倭
舞
は
「
大
和
舞
」「
和
舞
」
と
も
書
か
れ
、
奈
良
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
芸
能
で
あ
る

二
四

。
宮
中
の
鎮
魂
祭
や
大
嘗
祭
で
演
じ
ら
れ
た
。

宮
中
で
は
現
在
で
も
毎
年
十
一
月
の
鎮
魂
祭
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
春
日
大
社
の
社
家
だ
っ
た
冨
田
光
美
が
明
治
四
年
に
政
府

の
許
可
を
得
て
諸
国
に
広
め
た
春
日
大
社
伝
来
の
倭
舞
が
あ
る

二
五

。
冨
田
の
倭
舞
は
、
教
授
の
許
可
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
、
ほ
ぼ
冨

田
の
「
個
人
的
熱
意
」
で
広
め
た
も
の
で
あ
る
。
春
日
大
社
系
の
倭
舞
と
宮
内
省
（
宮
内
庁
）
の
楽
人
が
宮
中
で
奏
す
る
倭
舞
は
、
楽
曲

の
種
類
、歌
詞
、旋
律
の
点
で
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、旧
南
都
方
楽
人
の
東
家
の
明
治
期
の
資
料
を
も
と
に
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
（
寺

内　

二
〇
二
二
）。

倭
舞
は
基
本
的
に
男
性
神
官
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
、
神
官
の
舞
は
「
神
主
舞
」
と
「
諸
司
舞
」
の
別
が
あ
っ
た
。
倭
舞
の
歌
詞
は
多
数

知
ら
れ
て
お
り
、
冨
田
本
人
が
著
し
た
『
や
ま
と
ま
ひ
歌
譜
并
装
束
調
度
圖
』（
一
八
七
〇
）
に
出
典
を
示
し
な
が
ら
歌
詞
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
倭
舞
を
伝
え
ら
れ
た
先
の
神
社
で
歌
集
を
発
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

二
六

。
神
社
の
立
地
に
合
わ
せ
て
、
歌
詞
の
一
部
を

変
え
て
ご
当
地
の
地
名
を
読
み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
詞
に
、
雅
楽
の
龍
笛
（
ま
た
は
神
楽
笛
）、
篳
篥
、
箏
な
ど
の
伴
奏
を

つ
け
て
歌
う
。
主
唱
者
は
、
御
神
楽
歌
な
ど
雅
楽
の
歌
物
と
同
様
、
笏
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
歌
う
。
ま
た
、
冨
田
が
諸
社
に
広
め
た
の
は

倭
舞
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
冨
田
と
と
も
に
そ
の
妻
も
諸
社
に
赴
き
春
日
大
社
系
の
巫
女
舞
を
広
め
た
。
巫
女
舞
の
歌
詞
は
冨
田
が
著
し

一
〇
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た
『
藤
の
し
な
ひ
』（
一
八
七
四
）

二
七

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

冨
田
が
明
治
七
年
頃

二
八

、
東
京
の
大
教
院
で
倭
舞
と
巫
女
舞
を
教
授
し
た
こ
と
は
、『
藤
の
し
な
ひ
』
中
の
本
居
豊
穎
の
序
文
と
冨
田
の

跋
文
か
ら
知
ら
れ
る
。

本
居
豊
穎
の
序
（
明
治
七
年
九
月
付
）

（
前
略
）
春
日
神
社
の
社
司
冨
田
光
美
の
家
に
傳
へ
た
る
は
さ
る
た
く
ひ

二
九

ニ
あ
ら
す
。
い
と
正
し
く
み
や
ひ
た
り
。
さ
れ
ば
そ
の

倭
舞
は
ゝ
や
く
世
に
公
に
せ
ら
れ
て
、
哥
譜
は
た
桜
木
ニ
に
に
ほ
へ
る
を
、
御
巫
の
ま
ひ
な
ほ
い
ま
た
世
に
あ
ま
ね
か
ら
ね
は
、
此

こ
ろ
光
美
講
義
こ
の
東
京
に
出
て
、
も
は
ら
そ
の
哥
ま
ひ
を
教
へ
つ
た
ふ
る
ニ
、
つ
き
〳
〵
受
習
ふ
人
お
ほ
く
、
い
ま
は
大
中
教
院

は
更
な
り
、
そ
こ
の
社
か
し
こ
の
宮
と
、
さ
る
へ
き
御
ま
つ
り
の
を
り
〳
〵
に
は
、
か
な
ら
す
こ
の
や
ま
と
ま
ひ
、
ま
た
巫
舞
を
か

な
つ
る
事
の
如
な
り
ぬ
。（
後
略
）

冨
田
の
跋
文

（
前
略
）
其
ふ
し
は
か
せ
、
舞
の
手
ぶ
り
を
も
、
た
ま
か
つ
ら
た
え
す
わ
ず
家
に
つ
た
へ
来
つ
ゝ
、
を
ち
こ
ち
に
う
け
な
ら
ふ
人
の

い
て
き
て
、を
と
つ
年
の
冬
わ
か
ミ
や
祭
に
、舞
の
袖
む
か
し

三
〇

に
か
へ
し
、ふ
た
ゝ
ひ
お
こ
し
行
は
れ
ぬ
る
な
む
、い
と
う
れ
し
き
。

い
て
や
此
歌
舞
、
君
か
さ
す
三
笠
の
山
の
松
風
、
萬
よ
に
ふ
き
伝
へ
、
ち
よ
の
川
竹
ふ
し
と
ほ
く
さ
か
え
ゆ
か
む
こ
と
こ
そ
、
ゆ
ふ

た
す
き
心
に
か
け
て
ね
か
ハ
し
け
れ
。
か
く
い
ふ
ハ
、
春
日
の
宮
に
遠
長
に
仕
へ
来
し
冨
田
光
美
、
明
治
の
七
と
せ
九
月
の
は
し
め

つ
か
た
、
東
京
の
か
り
す
ま
ひ
に
し
て
こ
れ
を
し
る
す
。（
傍
線
引
用
者
）

ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
右
の
跋
文
に
は
、
明
治
七
年
の
二
年
前
に
春
日
若
宮
お
ん
祭
で
巫
女
舞
が
復
活
し
た
、
と
書
か
れ
て
い
る

（
傍
線
部
）。
こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
し
ば
ら
く
巫
女
舞
が
中
断
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
項
で
は
こ
の
春
日
社
系
の
倭
舞
と
巫
女

一
一
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舞
の
静
岡
県
下
に
お
け
る
広
が
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
菅
麿
日
記
』
が
初
め
て
倭
舞
に
言
及
す
る
の
は
次
の
記
事
で
あ
る
。

明
治
七
年
十
一
月
七
日
条

一　

浅
間
神
社
権
祢
宜
冨
田
光
美
ト
申
人
、
元
大
和
ノ
春
日
ノ
伶
人
ニ
而
、
倭
舞
ノ
御
用
ニ
而
大
教
院
え
被
召
出
候
処
、
此
度
冨
士

本
宮
へ
拝
命
ニ
相
成
候
由
。
有
志
ノ
者
有
之
候
ハ
ゝ
、
倭
舞
伝
授
可
致
旨
、
林
氏
ゟ
咄
有
之
候
。
此
人
此
度
ハ
直
ニ
大
教
院
え
参
り
、

又
近
々
之
内
参
り
候
由
、
森
も
逢
申
候
。
此
人
え
、
井
上
、
辻
等
へ
伝
言
い
た
し
遣
ス
。

浅
間
神
社
の
権
禰
宜
の
冨
田
光
美
と
い
う
人
が
、
倭
舞
の
こ
と
で
大
教
院
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
、
富
士
浅
間
神
社
本

宮
三
一

に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
有
志
の
者
が
あ
れ
ば
（
そ
の
近
辺
で
）
倭
舞
を
教
え
て
も
い
い
と
言
っ
て
い
る
、
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
そ
の
次
に
『
菅
麿
日
記
』
で
倭
舞
が
見
え
る
の
は
翌
年
七
月
の
記
事
で
あ
る
。

明
治
八
年
七
月
二
日

一　

東
儀
閑
八
方
え
行
。
証
文
并
地
検
證
相
返
し
、
倭
舞
ノ
譜
ヲ
借
来
リ
申
候
。（
後
略
）

菅
麿
が
東
儀
閑
八
か
ら
倭
舞
の
譜
を
借
り
た
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
以
前
に
閑
八
が
す
で
に
倭
舞
を
修
得
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
東
儀
音
和
も
倭
舞
を
修
得
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
家
に
残
る
大
量
の
倭
舞
の
譜
の
存
在
か
ら
確
認
で
き
る

三
二

。

閑
八
か
ら
倭
舞
の
譜
を
借
り
て
か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
同
年
八
月
、菅
麿
は
富
士
山
麓
東
側
の
須
走
浅
間
神
社（
東
口
本
宮
）三

三
に
出
張
し
、

そ
の
臨
時
祭
を
見
学
し
た
。
そ
こ
で
は
冨
田
に
習
っ
た
と
思
わ
れ
る
倭
舞
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
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明
治
八
年
八
月
三
日

一　

須
走
村
郷
社
浅
間
神
社
臨
時
祭
ニ
付
、
米
山
宅
え
逗
留
。
宍
野
宮
司
頼
ニ
付
、
祓
詞
、
祝
詞
等
案
文
ス
。
午
後
四
時
頃
ゟ
社
参
、

宮
司
ハ
齊
服
、
冠
也
。
木
城
、
自
分
ハ
狩
衣
借
用
ス
。
初
、
祓
式
如
常
。
但
、
和
琴
ノ
代
リ
ニ
箏
ヲ
用
ヒ
申
候
。
鹽
、
湯
ノ
外
ニ
散

米
ヲ
致
ス
。
高
相
豊
見
祓
主
ヲ
致
ス
。
笛
吹
壱
人
、
篳
篥
壱
人
ニ
付
、
自
分
太
皷
ニ
掛
リ
申
候
。（
中
略
）
奉
幣
ヲ
致
シ
、
梶
豊
倭
舞

奉
仕
ノ
祝
詞
ヲ
白
ス
。
畢
。
各
拝
。
次
ニ
倭
舞
、
巫
舞
ア
リ
。
次
ニ
立
歌
ニ
テ
引
。
撤
供
、
閉
扉
シ
テ
直
会
し
て
退
出
。
実
ニ
舞
人

も
歌
人
、
付
物
等
、
能
覚
、
感
心
い
た
し
申
候
。
夫
ゟ
宍
野
宮
司
ノ
旅
宿
ニ
而
大
直
会
ア
リ
。
福
万
石
ト
事
ヲ
執
行
。
大
ニ
酩
酊
ス
。

前
半
は
、
通
常
の
神
事
の
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
て
、
祓
の
時
に
箏
（
和
琴
の
代
わ
り
）
の
弾
奏
が
見
え
る
。
笛
、
篳
篥
、
太
鼓
な
ど

に
よ
る
雅
楽
の
奏
楽
は
、
開
扉
、
献
饌
時
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
祝
詞
と
拝
礼
の
後
に
倭
舞
・
巫
舞
が
行
わ
れ
た
。
倭
舞
の
演
舞
を

実
際
に
見
学
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
か
、「
実
ニ
舞
人
も
歌
人
、
付
物
等
、
能
覚
、
感
心
い
た
し
申
候
。」
と
あ
り
、
菅
麿
が
感
心
し

て
い
る
様
が
見
て
取
れ
る
。
右
の
「
倭
舞
」
は
、
男
性
神
官
の
舞
、「
巫
舞
」
は
巫
女
に
よ
る
舞
で
あ
る
。「
立
歌
」
は
倭
舞
演
舞
の
最
後

の
退
出
の
時
に
歌
わ
れ
る
曲
で
あ
る
。

倭
舞
は
そ
の
後
、
静
岡
浅
間
神
社
の
関
係
者
の
間
で
も
教
習
が
始
ま
り
、
同
社
の
年
中
行
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
次
に
そ
の
過

程
を
見
て
み
よ
う
。
須
走
村
浅
間
神
社
の
臨
時
祭
で
倭
舞
を
見
学
し
た
約
一
ヶ
月
後
、
菅
麿
は
静
岡
浅
間
神
社
神
官
の
坂
氏

三
四

か
ら
依
頼

を
受
け
た
。

明
治
八
年
九
月
三
日

一　

坂
氏
宅
ゟ
土
産
物
持
参
来
ル
。
東
儀
ヲ
頼
、
大
宮
ニ
而
主
典
、
常
傭
え
倭
舞
并
奏
楽
之
稽
古
為
致
度
由
。
右
ニ
付
自
分
ゟ
頼
呉

候
様
依
頼
ニ
付
、
頼
ニ
行
。
尤
、
日
当
ハ
三
十
七
銭
五
厘
ツ
ゝ
ニ
而
頼
呉
候
様
申
ニ
付
、
其
旨
咄
候
処
、
明
日
御
挨
拶
可
申
旨
被
申
候
。
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大
宮
（
静
岡
浅
間
神
社
）
の
神
官
二
人
（
主
典
と
常
傭
）
に
倭
舞
と
（
唐
楽
の
）
奏
楽
の
稽
古
を
さ
せ
た
い
の
で
、
東
儀
氏
に
仲
介
し

て
ほ
し
い
、
と
頼
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
菅
麿
は
早
速
東
儀
に
話
を
通
し
た
が
、
東
儀
か
ら
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

明
治
八
年
九
月
四
日
（
傍
線
引
用
者
）

一　

今
朝
坂
氏
出
頭
ニ
付
、昨
日
東
儀
え
談
事
之
趣
相
咄
申
候
。
且
、同
人
昨
日
之
挨
拶
ニ
来
リ
、廿
日
頃
ゟ
ナ
ラ
デ
ハ
参
り
難
ク
、且
、

倭
舞
伝
習
ニ
も
冨
田
え
両
人
共
入
門
い
た
し
候
而
、
弘
メ
呉
候
様
、
兼
々
頼
有
之
候
間
、
入
門
之
印
ヲ
同
人
方
へ
遣
度
候
間
、
稽
古

被
成
候
方
々
百
疋
ツ
ゝ
も
入
門
金
御
差
出
有
之
候
度
、（
後
略
）

注
目
さ
れ
る
の
は
傍
線
部
で
、
倭
舞
の
伝
習
に
つ
い
て
は
形
式
的
に
冨
田
へ
入
門
し
、
そ
の
印
（
と
し
て
入
門
金
）
を
同
人
に
届
け
た

い
の
で
稽
古
す
る
人
、
一
人
に
つ
き
百
疋
出
し
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
倭
舞
の
権
利
は
冨
田
が
保
有
し
、

音
和
は
そ
の
仲
介
者
（
中
間
師
匠
）
と
し
て
自
分
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
形
式
的
で
あ
る
に
し
て
も
、「
冨
田

に
入
門
す
る
」
こ
と
を
学
習
希
望
者
に
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
八
年
九
月
七
日

一　

引
後
、
坂
、
藤
井
来
り
候
間
、
東
儀
え
同
道
、
入
門
為
致
候
。
坂
ハ
倭
舞
、
笙
、
藤
井
ハ
倭
舞
斗
り
也
。

明
治
八
年
九
月
八
日

一　

倭
舞
稽
古
之
儀
、
石
川
志
貴
え
申
聞
。
引
後
ゟ
東
儀
音
和
方
え
連
行
。
八
幡
八
重
、
榊
原
も
同
行
い
た
し
申
候
。
入
門
金
は
皆

一
同
ニ
相
包
持
参
い
た
し
申
候
。
自
分
、
石
川
志
貴
之
分
ハ
御
社
費
ゟ
出
し
申
候
。
榊
原
ノ
分
ハ
取
替
申
候
。
閑
八
も
参
り
稽
古
い

た
し
候
ニ
付
、
付
物
ノ
譜
ヲ
借
来
ル
。
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九
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
退
社
後
に
坂
と
藤
井
を
連
れ
て
東
儀
氏
に
行
き
、
二
人
は
東
儀
に
入
門
し
て
、
坂
は
倭
舞
と
笙
、
藤
井
は
倭

舞
だ
け
を
習
う
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月
八
日
条
を
見
る
と
、
入
門
者
は
さ
ら
に
増
え
、
神
官
石
川
の
娘
・
志
貴
、
同
じ
く
神
官
八
幡
の
娘
・

八
重
、
神
官
の
榊
原
が
入
門
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
官
の
娘
た
ち
を
入
門
さ
せ
て
い
る
の
は
、
坂
や
菅
麿
ら
が
、
静
岡
浅
間
神
社
で
も

男
性
の
倭
舞
だ
け
で
な
く
、
巫
舞
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
早
速
、
石
川
志
貴
が
東
儀
氏
に
稽
古
に
行
っ

た
こ
と
が
、
九
月
十
三
日
と
十
四
日
条
に
見
え
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
は
、
菅
麿
は
自
分
の
長
女
・
都
袮
（
つ
ね
）
に
も
巫
女
舞
入
門

を
さ
せ
よ
う
と
東
儀
に
相
談
し
て
い
る
（
十
二
月
一
日
条
）。
実
際
に
静
岡
浅
間
神
社
の
行
事
で
倭
舞
・
巫
舞
が
演
じ
ら
れ
た
の
は
、
翌
年
、

明
治
九
年
三
月
三
日
（
桃
華
祭
）
だ
っ
た
。

　明
治
九
年
三
月
三
日

一　
（
前
略
）夫
ヨ
リ
祭
典
執
行
。（
中
略
）次
ニ
琴
ヲ
持
出
シ
、次
ニ
舞
人
、巫
、歌
人
、其
外
着
座
。
次
舞
人
立
一
曲
畢
。
次
巫
立
一
曲
。

次
倭
舞
、
次
巫
舞
。
畢
テ
又
一
同
本
座
ニ
復
シ
、
夫
ヨ
リ
撤
供
例
ノ
通
リ
。
奈
古マ

マ

屋
の
祭
式
モ
此
通
り
。
山
宮
ハ
倭
舞
、
巫
舞
無
之
。

但
、
神
饌
献
撤
ノ
節
奏
楽
ス
。（
後
略
）

一　

倭
舞
〃
人
、
建
穂
俊
雄
、
榊
原
大
蠖
。
巫
舞
、
東
儀
音
和
次
女
き
の
、
都
祢
。
笏
拍
子
東
儀
閑
八
、
付
歌
浅
井
栄
男
、
坂
廣
雄
。

付
物
、
篳
篥
東
儀
音
和
、
笛
森
重
古
、
藤
井
、
山
口
モ
助
音
ヲ
ス
。
奏
楽
、
両
東
儀
、
浅
井
、
仁
木
。

通
常
の
献
饌
、祝
詞
、玉
串
奉
奠
、拝
礼
な
ど
の
後
、神
官
の
舞
人
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
一
曲（
歌
）、巫
女
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
一
曲（
歌
）、

そ
れ
に
続
き
、
神
官
の
「
倭
舞
」
と
巫
女
の
「
巫
舞
」
が
演
じ
ら
れ
た
。
巫
舞
を
舞
っ
た
の
は
、
東
儀
音
和
の
次
女
・
き
の
、
と
、
大
井

菅
麿
の
長
女
・
都
祢
だ
っ
た
。「
奈
古
屋
の
祭
式
モ
此
通
り
」
と
あ
る
の
で
、
大
宮
（
神
部
神
社
・
浅
間
神
社
）
の
祭
式
の
後
、
奈
吾
屋

神
社
（
大
歳
御
祖
神
社
の
古
名
）
で
も
同
様
に
倭
舞
を
行
っ
た
と
わ
か
る
。
一
方
「
山
宮
」
は
、
浅
間
神
社
後
方
の
山
の
上
に
あ
る
麓
山

神
社
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
倭
舞
は
省
略
さ
れ
た
。
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次
に
倭
舞
・
巫
舞
が
見
え
る
の
は
、同
年
三
月
二
十
九
日
の
祭
典
で
あ
る
。
こ
の
祭
典
は
、こ
の
年
完
成
し
た
新
し
い
摂
社
「
玉
鉾
神
社
」

の
完
成
記
念
祝
典
で
あ
る
。
静
岡
浅
間
神
社
の
玉
鉾
神
社
は
、国
学
の
四
大
人
、羽
倉
東
麿
（
荷
田
春
満
）、岡
部
（
賀
茂
）
真
渕
、本
居
宣
長
、

平
田
篤
胤
を
祀
る

三
五

。

明
治
九
年
三
月
廿
九
日

一　
（
前
略
）
次
、
倭
舞
ヲ
始
ム
。
舞
人
ハ
建
穂
俊
雄
、
榊
原
大
蠖
ナ
リ
。
歌
、
東
儀
閑
八
、
坂
廣
雄
。
笛
、
森
、
篳
篥
、
東
儀
音
和
、

箏
、
藤
井
娘
あ
き
、
石
川
好
賢
。
先
「
し
ろ
か
ね
」。
次
巫
舞
「
め
つ
ら
し
な
」、
次
「
春
日
山
」、
次
「
千
夜
ま
て
と
」。
巫
ハ
東
儀

ノ
娘
き
の
ト
菅
麻
呂
娘
つ
ね
也
。
右
畢
、
撤
饌
。（
後
略
）

三
月
三
日
条
と
三
月
二
十
九
日
条
を
対
照
さ
せ
る
と
、
倭
舞
と
巫
舞
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
歌
を
一
曲
歌
っ
た
後
に
舞
を

奏
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
二
十
九
日
の
例
で
言
う
と
、〈
し
ろ
か
ね
〉
を
歌
っ
た
後
、〈
め
つ
ら
し
な
〉
で
巫
女
舞
が
舞

わ
れ
、
続
い
て
、〈
春
日
山
〉
を
歌
っ
た
後
、
倭
舞
の
〈
千
代
ま
て
と
〉
が
舞
わ
れ
た
。
東
儀
家
に
残
る
倭
舞
譜
か
ら
右
の
四
曲
の
歌
詞

を
拾
う
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
し
ろ
か
ね
〉

し
ろ
か
ね
や　

こ
か
ね
の
う
め
が　

は
な
さ
く
や　

か
み
の
と
の
と
も　

ひ
ら
か
さ
ら
む
や

〈
め
つ
ら
し
な
〉（
巫
女
舞
）

め
つ
ら
し
な　

け
ふ
の
か
く
ら
の　

や
お
と
め
を　

か
み
も
う
れ
し
と　

し
の
は
さ
ら
め
や

〈
春
日
山
〉

か
す
か
や
ま　

ま
つ
の
ひ
ひ
き
も　

や
す
み
し
し　

き
み
か
ち
と
せ
を　

な
ほ
よ
は
ふ
ら
し
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〈
千
代
ま
て
と
〉（
倭
舞
）

ち
よ
ま
て
と　

き
み
を
い
の
れ
は　

み
か
さ
や
ま　

み
ね
に
も
お
な
し　

こ
え
き
こ
ゆ
か
な

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
新
し
い
倭
舞
・
巫
女
舞
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
桃
華
祭
や
玉
鉾
神
社
例
祭
な
ど
の
静
岡
浅
間
神
社

固
有
の
祭
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

三
六

。
す
な
わ
ち
、
国
が
制
定
し
た
元
始
祭
や
祈
年
祭

三
七

で
は
行
わ
れ
な
い
。
例
外
は
毎
年
六
月
十
七
日
の

中
教
院
の
大
祭
で
あ
る
。
静
岡
の
中
教
院
で
は
、
明
治
九
年
以
降
は
毎
年
六
月
十
七
日
の
大
祭
に
倭
舞
を
奏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、前
述
の
よ
う
に
、冨
田
光
美
が
大
教
院
で
教
授
し
た
こ
と
に
よ
り
、静
岡
で
も
そ
れ
に
倣
い
、実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
七
年
の
例
で
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
桃
華
祭
で
は
伝
統
的
に
在
来
の
巫
女
神
楽
（
採
物
神
楽
）
が
行
わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
『
菅
麿
日
記
』
で
は
、
明
治
九
年
の
桃
華
祭
で
倭
舞
が
演
じ
ら
れ
て
以
降
、
在
来
の
神
子
神
楽
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、

明
治
九
年
以
降
は
、
静
岡
浅
間
神
社
で
は
、「
巫
女
が
舞
う
」
伝
統
は
維
持
し
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
、
在
来
の
巫
女
神
楽
か
ら
、
明

治
政
府
が
公
認
し
た
春
日
大
社
系
の
倭
舞
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
、
伊
佐
須
美
神
社
と
安
房
神
社

二
―
一
、
伊
佐
須
美
神
社

静
岡
県
下
の
雅
楽
の
広
が
り
と
い
う
本
題
か
ら
は
少
し
逸
れ
る
が
、
こ
こ
で
福
島
県
と
千
葉
県
下
の
雅
楽
受
容
の
一
断
面
を
『
菅
麿
日

記
』
で
簡
単
に
見
る
。

菅
麿
は
、
明
治
十
六
年
五
月
二
十
二
日
付
で
伊
佐
須
美
神
社
の
禰
宜
に
任
じ
ら
れ
た
（『
菅
麿
日
記
』
五
月
二
十
八
日
条
）。
伊
佐
須
美

神
社
は
福
島
県
会
津
地
方
の
現
・
美
里
町
に
あ
り
、
式
内
社
で
、
明
治
期
に
国
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
た
格
式
の
高
い
神
社
で
あ
る
。
菅
麿

は
六
月
二
十
日
に
こ
こ
に
到
着
し
た
が

三
八

、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
千
葉
県
の
安
房
神
社
へ
の
転
勤
命
令
を
受
け
た
の
で
、
約
半

年
の
短
い
勤
務
で
あ
っ
た
。
赴
任
期
間
が
短
か
か
っ
た
の
で
、
関
係
を
築
い
た
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
佐
藤
兼
吉
と
い

一
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う
人
に
〈
越
天
楽
〉
を
伝
授
し
た
記
事
が
あ
り
（
七
月
一
日
条
）、
篳
篥
を
吹
く
武
井
宮
司
の
叔
父
と
い
う
人
物
や
、
福
島
ま
で
出
向
い

た
折
に
会
っ
た
深
田
康
守
な
ど
が
、
雅
楽
に
造
詣
が
深
い
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。

「
武
井
宮
司
の
叔
父
」
の
具
体
的
氏
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
武
井
宮
司
」
は
、
当
時
伊
佐
須
美
神
社
宮
司
だ
っ
た
武
井
庸ひ

と
しの

こ
と

で
あ
る
。
武
井
の
父
・
武
井
柯
亭
（
一
八
九
五
没
、
七
三
歳
）
は
旧
会
津
藩
士
で
、
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
、
文
学
、
音
楽
に
も
通
じ
た

文
人
で
も
あ
っ
た
。
菅
麿
赴
任
当
時
ま
だ
存
命
で
あ
る

三
九

。
ち
な
み
に
会
津
藩
は
寛
政
年
間
に
、
岡
山
藩
を
脱
藩
し
た
文
人
の
浦
上
玉
堂

（
一
七
四
五
〜
一
八
二
〇
）
と
そ
の
息
子
・
秋
琴
（
一
七
八
五
〜
一
八
七
一
）
を
会
津
に
招
き
、
藩
内
の
土
津
神
社
の
神
楽
を
再
興
さ
せ

た
り
、
藩
校
の
日
新
館
に
お
い
て
雅
楽
の
教
習
を
さ
せ
た
（
武
内　

二
〇
一
七
）。
し
た
が
っ
て
、
会
津
に
お
け
る
雅
楽
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、

維
新
以
前
か
ら
か
な
り
高
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
宮
司
叔
父
何
某
老
人
と
は
、〈
越
天
楽
〉〈
合
歓
塩
〉〈
慶
徳
〉〈
三
䑓
急
〉〈
五

常
楽
急
〉
を
合
奏
し
て
い
る
（
明
治
十
六
年
七
月
十
四
日
条
）。

ま
た
、
深
田
康
守
も
旧
会
津
藩
士
で
、
維
新
後
は
山
形
県
や
福
島
県
で
教
育
業
務
に
就
い
た
人
で
あ
る

四
〇

。
次
の
七
月
二
十
五
日
の
記

事
は
、
深
田
が
会
津
に
来
た
時
、
十
一
月
の
記
事
は
、
菅
麿
が
福
島
県
庁
に
用
事
が
あ
り
、
当
時
福
島
に
い
た
深
田
の
自
宅
を
訪
ね
た
時

の
記
事
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
七
月
廿
五
日
（
会
津
）

本
日
、
自
分
、
秋
山
当
直
ナ
レ
ト
モ
五
時
頃
ヨ
リ
池
上
ヲ
頼
、
五
津
屋
へ
行
。
深
田
氏
ノ
帰
ル
ヲ
待
、
越
天
楽
、
五
常
楽
急
、
合
歓

塩
ヲ
合
奏
シ
、
王
昭
君
、
鶏
徳
ノ
譜
ヲ
相
傳
ス
。
武
井
氏
モ
来
リ
、
酒
出
申
候
。
夜
ニ
入
、
帰
社
。

明
治
十
六
年
十
一
月
七
日
（
福
島
）

一　

午
後
四
時
頃
ヨ
リ
深
田
康
守
氏
ノ
寓
居
へ
行
。
主
人
悦
、
待
遇
尤
厚
シ
。
一
越
之
胡
飲
酒
、
酒
胡
子
、
平
調
之
陪
臚
、
王
昭
君
、

双
調
之
武
徳
楽
、
盤
渉
之
千
秋
楽
等
ヲ
傳
授
ス
。
鮮
魚
、
美
酒
ニ
而
饗
應
有
之
。
同
家
へ
宿
ス
。
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雅
楽
の
楽
曲
教
習
に
は
厳
格
な
順
番
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
通
常
、
雅
楽
の
初
心
者
が
最
初
に
習
う
の
は
平
調
の
〈
越
天
楽
〉〈
五

常
楽
急
〉
な
ど
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
菅
麿
が
遠
州
で
多
く
の
弟
子
に
教
え
た
時
も
、〈
越
天
楽
〉〈
五
常
楽
急
〉
な
ど
か
ら
始
め

て
い
る
。
し
か
し
、右
の
記
述
か
ら
、深
田
は
す
で
に
〈
越
天
楽
〉〈
五
常
楽
急
〉〈
合
歓
塩
〉
は
習
得
済
み
で
、さ
ら
に
平
調
〈
王
昭
君
〉〈
鶏

徳
〉、
壱
越
調
〈
胡
飲
酒
〉〈
酒
胡
子
〉、
双
調
〈
武
徳
楽
〉、
盤
渉
調
〈
千
秋
楽
〉
な
ど
を
習
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
深
田
が
雅

楽
の
初
心
者
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

伊
佐
須
美
神
社
時
代
の
記
述
で
も
う
一
点
興
味
深
い
の
は
、
在
来
の
神
楽
や
芸
能
の
記
述
で
あ
る
。
伊
佐
須
美
神
社
の
年
中
行
事
で
最

も
盛
大
に
行
わ
れ
る
の
は
、
七
月
十
二
日
頃
に
行
わ
れ
る
「
馬
鍬
洗
神
事
」
で
あ
る
。
七
月
十
二
日
に
は
「
宮
司
ト
共
ニ
仮
神
璽
ヲ
神
輿

ニ
遷
シ
、田
神
社
ヘ
神
幸
ス
。（
中
略
）
神
饌
、献
備
、祝
詞
、神
楽
ア
リ
テ
退
出
。」
と
あ
り
、十
三
日
に
は
、「
午
後
、馬
鍬
洗
神
事
有
之
。（
中

略
）
外
陣
開
扉
、次
ニ
催
馬
楽
。
宮
司
昇
殿
、内
陣
開
扉
、拝
礼
、拍
手
。
次
、催
馬
楽
、神
饌
、献
備
七
䑓
。
次
、宮
司
祝
詞
、次
神
楽
。
次
、

宮
司
以
下
各
拝
礼
。
次
催
馬
楽
。
撤
饌
。
次
催
馬
楽
。
内
陣
閉
扉
。
宮
司
拝
。」
と
あ
る
。
こ
の
行
事
は
、現
在
「
御
田
植
祭
」
と
呼
ば
れ
、

同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
で
あ
る
。
右
の
「
催
馬
楽
」
は
雅
楽
の
歌
も
の
の
催
馬
楽
で
は
な
く
、
祭
り
で
歌
わ
れ
る
田
植
え
歌
の
こ

と
で
あ
る

四
一

。
在
来
の
古
い
芸
能
が
神
事
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
―
二
　
安
房
神
社

伊
佐
須
美
神
社
に
転
任
し
て
半
年
後
、
明
治
十
六
年
十
二
月
廿
八
日
に
、
菅
麿
は
千
葉
の
安
房
神
社
禰
宜
に
転
任
の
辞
令
を
受
け
と
っ

た
（
辞
令
は
廿
二
日
付
）。
安
房
神
社
は
、
房
総
半
島
の
ほ
ぼ
最
南
端
に
位
置
す
る
安
房
国
一
宮
で
式
内
社
、
維
新
後
は
官
幣
大
社
に
列
せ

さ
れ
た
、こ
ち
ら
も
格
式
の
高
い
神
社
で
あ
る
。
安
房
か
ら
は
、東
京
湾
を
跨
ぐ
水
運
が
発
達
し
て
お
り
、容
易
に
東
京
に
出
ら
れ
た
た
め
、

菅
麿
は
安
房
神
社
赴
任
中
の
約
二
年
半
の
間
に
、
年
に
二
、三
回
は
皇
典
講
究
所
へ
の
出
張
と
し
て
東
京
に
出
て
い
る
。
東
京
出
張
の
際

は
必
ず
雅
楽
稽
古
所
を
訪
問
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
菅
麿
は
当
時
す
で
に
楽
人
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
た
「
欧
州
楽
」
に
は
全
く
興

味
を
示
さ
ず
、
雅
楽
の
稽
古
の
時
は
見
学
し
た
が
、
欧
州
楽
の
稽
古
の
時
は
「
雅
楽
稽
古
所
へ
行
候
処
、
本
日
ハ
欧
州
楽
ノ
稽
古
日
ニ
付
、
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不
入
」（
明
治
十
七
年
七
月
五
日
条
）
な
ど
と
そ
っ
け
な
い
。

ま
た
、
静
岡
の
実
家
へ
は
盆
の
季
節
に
は
必
ず
帰
省
し
た
。
そ
の
時
は
必
ず
東
儀
音
和
を
訪
ね
、
加
藤
縦
哉
、
浅
井
栄
翁
、
建
穂
俊
雄
、

八
幡
清
雄
、
藤
井
真
寿
、
遠
山
道
紀
ら
の
楽
仲
間
と
合
奏
を
し
た
。

明
治
十
七
年
一
月
に
菅
麿
が
安
房
神
社
に
赴
任
し
た
当
時
、
立
花
主
典
、
藤
森
主
典
、
高
山
等
外
出
仕
ら
が
祭
祀
を
行
う
主
要
神
官
で

あ
っ
た
。
宮
司
は
穂
積
耕
雲
（
一
八
二
四
〜
一
八
九
二
）

四
二

だ
っ
た
が
、
こ
の
宮
司
は
不
在
が
ち
だ
っ
た
。
安
房
神
社
の
祭
礼
で
は
ど
の

よ
う
な
音
楽
・
芸
能
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

菅
麿
が
赴
任
直
後
に
見
た
私
祭
、御
田
祭
で
は
「
古
伝
の
神
楽
」
が
用
い
ら
れ
た
。
明
治
十
七
年
一
月
廿
八
日
（
旧
正
月
元
日
）
条
に
は
、

「
本
社
古
伝
ノ
神
楽
ハ
、
太
皷
立
花
主
典
、
太
皷
（
オ
ホ
ツ
ゝ
ミ
）
藤
森
主
典
、
笛
高
山
等
外
出
仕
」
と
あ
る
。
太
鼓
、
大
鼓

四
三

、
笛
か
ら

成
る
音
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
か
の
行
事
で
も
、
こ
の
笛
、
大
鼓
、
太
鼓
に
よ
る
在
来
の
音
楽
が
常
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

明
治
十
七
年
四
月
十
五
日

私
祭
如
例
奉
仕
ス
。
岡
嶋
氏
笛
、
立
花
氏
大
ツ
ゝ
ミ
、
高
山
太
皷
。
花
下
ニ
直
會
ス
。

明
治
十
七
年
五
月
十
五
日

月
次
小
祭
執
行
。（
中
略
）
神
楽
ノ
笛
岡
嶋
中
講
義
、
大
皮
藤
森
主
典
、
太
皷
立
花
主
典
。
直
會
如
例
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
十
八
年
二
月
十
五
日
か
ら
は
、
様
相
が
変
わ
る
。

明
治
十
八
年
二
月
十
五
日
（
傍
線
引
用
者
）

一　

午
後
三
時
頃
、御
田
祭
奉
仕
ス
。（
中
略
）
献
饌
、開
扉
五
常
楽
急
、撤
饌
、閉
扉
越
天
楽
。
右
ハ
藤
森
主
典
、高
山
等
外
出
仕
笛
、

二
〇
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立
花
主
典
ハ
篳
篥
ニ
而
、
本
日
ヨ
リ
雅
楽
ヲ
相
用
申
候
。（
後
略
）

献
饌
と
開
扉
に
〈
五
常
楽
急
〉、撤
饌
と
閉
扉
に
〈
越
天
楽
〉
が
用
い
ら
れ
た
。「
本
日
ヨ
リ
雅
楽
ヲ
相
用
申
候
」（
傍
線
部
）
と
あ
る
通
り
、

こ
の
時
初
め
て
、
祭
典
に
雅
楽
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
在
来
音
楽
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
雅
楽
と
併
用
さ
れ
た
こ
と
が
次
の

記
事
で
わ
か
る
。

明
治
十
八
年
三
月
一
日
（
傍
線
引
用
者
）

一　

一
日
祭
、
如
例
奉
仕
ス
。
開
扉
、
神
饌
献
饌
ハ
雅
楽
ヲ
奏
シ
申
候
。
引
續
キ
テ
粥
占
神
事
ヲ
奉
仕
ス
。
神
饌
献
撤
、
閉
扉
ハ
社

傳
ノ
楽
ヲ
奏
ス
。（
後
略
）

明
治
十
八
年
四
月
一
日
（
傍
線
引
用
者
）

一　

一
日
祭
執
行
。
宮
司
病
気
ニ
付
代
理
ス
。（
中
略
）
藤
森
、
立
花
両
主
典
、
高
山
等
外
出
仕
、
奏
楽
奉
仕
ス
。
但
、
開
扉
、
閉
扉

ハ
雅
楽
。
神
饌
献
撤
ハ
社
傳
之
楽
ヲ
奏
ス
。（
後
略
）

両
方
と
も
社
伝
の
楽
と
雅
楽
の
併
用
だ
が
、
三
月
の
分
は
、
一
日
祭
に
は
雅
楽
、
そ
の
後
の
粥
占
神
事
で
は
社
伝
の
楽
、
と
儀
式
ご
と

に
使
い
分
け
て
い
る
の
に
対
し
、
四
月
の
方
は
一
日
祭
一
つ
の
中
で
、
開
扉
、
閉
扉
は
雅
楽
、
神
饌
の
献
・
撤
に
は
社
伝
の
楽
、
と
使
い

分
け
て
い
る
。
な
お
、
菅
麿
の
雅
楽
の
弟
子
は
、
前
出
の
藤
森
、
立
花
、
高
山
と
、
明
治
十
九
年
二
月
か
ら
習
い
始
め
る
岡
崎
雄
太
郎
だ
が
、

こ
の
人
々
が
演
奏
し
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
は
、〈
五
常
楽
急
〉〈
越
天
楽
〉
に
加
え
、〈
小
娘
子
〉〈
合
歓
塩
〉〈
慶
徳
〉（
以
上
、
平
調
）、

〈
胡
飲
酒
〉〈
酒
胡
子
〉〈
武
徳
楽
〉（
以
上
、
壱
越
調
）、〈
拾
翠
楽
〉（
黄
鐘
調
）
が
見
え
る
。
二
年
半
の
菅
麿
赴
任
中
に
、
安
房
神
社
で
は
、

そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
雅
楽
の
伝
承
を
修
得
し
、
祭
祀
に
導
入
し
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
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三
、
遠
州
で
の
雅
楽
の
広
が
り

三
―
一
、
小
國
神
社
　

（
一
）
神
官
へ
の
雅
楽
の
教
授
　

明
治
十
九
年
四
月
十
五
日
、
菅
麿
は
遠
州
一
宮
の
小
國
神
社
宮
司
任
命
の
辞
令
（
四
月
六
日
付
）
を
受
け
取
っ
た
。
小
國
神
社
は
式
内

社
で
、
明
治
期
に
は
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
た
格
式
の
高
い
神
社
で
あ
る
。
安
房
神
社
の
残
務
整
理
を
し
て
か
ら
小
國
神
社
に
着
い
た
の

は
五
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
小
國
神
社
は
、
現
・
周
智
郡
森
町
に
鎮
座
し
、
静
岡
と
森
町
間
は
明
治
中
期
の
当
時
、
人
力
車
な
ど
を

乗
り
継
い
で
一
日
で
移
動
で
き
る
距
離
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、約
二
年
間
の
任
期
中
、菅
麿
は
年
に
四
、五
回
の
頻
度
で
静
岡
に
出
て
い
る
。

む
し
ろ
、
小
國
神
社
の
主
要
行
事
の
時
以
外
は
、
機
会
を
見
つ
け
て
静
岡
に
出
て
い
る
、
と
言
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

小
國
神
社
に
赴
任
し
て
一
週
間
後
の
五
月
十
九
日
に
、
早
く
も
菅
麿
は
佐
藤
新
作
（
等
外
出
仕
）
に
笛
を
伝
習
し
始
め
た
。

明
治
十
九
年
五
月
十
九
日

一　

昨
日
ヨ
リ
佐
藤
新
作
へ
笛
ヲ
傳
習
ス
。
昨
日
ハ
越
天
楽
、
今
日
ハ
五
常
楽
急
ト
合
歓
塩
ヲ
教
授
ス
。
但
、
合
歓
塩
ハ
唱
歌
斗
リ
。

そ
の
後
、
小
國
の
神
官
や
氏
子
た
ち
に
順
次
雅
楽
を
教
授
し
た
よ
う
で
、
翌
年
の
明
治
二
十
年
一
月
三
日
の
元
始
祭
で
は
、「
楽
人
、
太

田
畔
知
、
佐
藤
金
枝
、
鈴
村
礒
吉
、
森
田
藤
吉
ノ
外
ニ
、
青
山
伊
勢
吉
ニ
も
篳
篥
ヲ
為
吹
候
」
と
い
う
具
合
に
、
五
人
が
祭
事
で
雅
楽
（
た

だ
し
、
篳
篥
と
笛
の
み
か
）
を
演
奏
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
小
國
神
社
の
旧
社
家
の
人
々
で
あ
る

四
四

。

ま
た
、
一
月
十
九
日
か
ら
静
岡
に
出
た
菅
麿
は
、
静
岡
で
東
儀
音
和
か
ら
笙
を
七
円
で
買
っ
て
（
一
月
二
十
七
日
条
）
小
國
に
戻
り
、

阿
島
主
典
に
貸
し
与
え
て
い
る
。
明
治
二
十
年
二
月
三
日
条
に
は
「
今
日
ノ
祭
典
ニ
阿
島
主
典
初
テ
笙
ヲ
吹
申
候
。
但
、
五
常
楽
急
ヲ
前

後
共
ニ
吹
申
候
。
佐
藤
等
外
出
仕
笛
、
青
山
伊
勢
吉
篳
篥
ヲ
吹
申
候
。（
鈴
村
）
礒
吉
も
吹
申
候
。（
佐
藤
）
金
枝
太
皷
。」
と
あ
り
、
こ

こ
に
お
い
て
、
三
管
（
笙
、
笛
、
篳
篥
）
も
揃
い
、
太
鼓
を
加
え
た
合
奏
形
態
が
成
立
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
演
奏
で
き
る

二
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レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、「
五
常
楽
急
ヲ
前
後
共
ニ
吹
」
と
あ
る
通
り
、「
前
」（
開
扉
・
献
饌
）
も
「
後
」（
撤
饌
・
閉
扉
）

も
同
じ
〈
五
常
楽
急
〉
で
済
ま
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
菅
麿
の
任
期
中
に
祭
事
や
稽
古
で
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
は
、〈
五
常
楽
〉〈
越
天
楽
〉〈
合
歓
塩
〉〈
抜
頭
〉〈
賀
殿
急
〉
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
二
）
国
学
者
た
ち
の
教
養
　

小
國
神
社
や
周
辺
の
神
社
に
は
、
幕
末
か
ら
国
学
を
修
め
、
文
芸
に
秀
で
た
文
化
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
菅
麿
は
、
小
國
神
社
宮
司

時
代
に
、小
國
神
社
の
昔
か
ら
の
神
官
の
家
柄
で
あ
る
小
國
重
友
や
、同
じ
森
町
の
飯
田
に
あ
る
山
名
神
社
の
神
官
・
幡
鎌
隆
俊
（
一
八
四
一

〜
一
九
一
八
）

四
五

と
も
交
流
し
た
。
一
緒
に
歌
会
を
行
い
、
雅
楽
な
ど
を
演
奏
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治
二
十
年
二
月
十
三
日
の
歌
会

で
は
幡
鎌
邸
で
昼
食
を
と
っ
た
の
ち
万
常
方
へ
行
き
、
和
歌
を
詠
じ
雅
楽
の
合
奏
を
し
た
。

明
治
二
十
年
二
月
十
三
日

一　

山
梨
、
幡
鎌
氏
へ
年
始
ニ
行
。（
中
略
）
同
家
ニ
而
昼
食
ヲ
喫
シ
、
重
友
、
高マ

マ

俊
、
常
磐
等
の
諸
氏
ト
万
常
方
へ
行
。
鈴
木
運
美
、

一
木
松
雄
、
増
井
安
松
、
其
他
諸
氏
、
都
合
二
十
二
、三
名
出
席
。
先
、
当
座
ノ
探
題
ヲ
詠
、
関
知
碩
村
松
高
。
万
常
等
ノ
依
頼
ニ
寄
、

短
冊
ヲ
認
、
重
友
氏
ノ
書
タ
ル
扇
面
ノ
画
へ
賛
ヲ
致
シ
、
夫
ヨ
リ
五
常
楽
急
、
越
天
楽
、
抜
頭
ヲ
合
奏
ス
。
笙
ヲ
吹
呉
候
様
皆
々
申

候
得
共
、
不
持
行
候
ニ
付
、
自
分
ト
伊
勢
吉
ハ
篳
篥
ヲ
吹
申
候
。
笛
ハ
重
友
、
隆
俊
、
山
名
菊
次
郎
吹
申
候
。
夫
ヨ
リ
神
教
哥
ヲ
奏
ス
。

松
雄
笏
拍
子
、
外
一
人
助
声
。
隆
俊
笛
、
菊
次
郎
鞨
皷
ヲ
打
申
候
。（
こ
の
あ
と
歌
披
講
）。

右
に
よ
る
と
、菅
麿
は
笙
を
吹
く
よ
う
に
頼
ま
れ
た
が
、楽
器
を
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、代
わ
り
に
篳
篥
で
〈
五
常
楽
〉〈
越
天
楽
〉

〈
抜
頭
〉
を
合
奏
し
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
國
重
友
や
幡
鎌
隆
俊
、
山
名
菊
次
郎
ら
は
、
す
で
に
雅
楽
二
、三
曲
を
演
奏
で
き

る
だ
け
の
素
養
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。さ
ら
に
も
う
一
点
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
神
教
哥
」で
あ
る
。一
木
松
雄
と
も
う
一
人
が
歌
い
、
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幡
鎌
が
笛
、
山
名
菊
次
郎
が
鼓
で
伴
奏
を
し
た
、
と
あ
る
。
こ
の
「
神
教
哥
」
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
、
国
学
者
、
神
道

家
の
権
田
直
助
（
一
八
〇
九
〜
一
八
八
七
）
が
創
作
し
た
「
神
教
歌
」

四
六

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
権
田
が
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に

編
述
し
十
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
神
教
歌
譜
』（
権
田　

一
八
八
二
）
に
も
、「
歌
長
ハ
、衆
人
に
先
だ
ち
て
、歌
を
發
げ
笏
拍
子
を
う
ち
て
、

歌
の
節
を
調
ふ
る
者
な
り
。
皷
師
ハ
、
笏
拍
子
に
合
せ
て
、
鞨
皷
を
皷
ち
、
笛
師
ハ
、
笛
を
吹
き
て
、
拍
子
を
助
く
る
者
な
り
」
と
あ
っ
て
、

幡
鎌
た
ち
の
演
奏
が
、
権
田
の
指
示
通
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
明
治
十
五
年
の
小
國
神
社
焼
失
と
十
二
段
舞
楽
の
復
興

さ
て
、
こ
の
小
國
神
社
は
、「
十
二
段
舞
楽
」
と
い
う
芸
能
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
で
全
国
的
に
有
名
で
あ
る

四
七

。
同
じ
森
町
の
天
宮
神

社
、山
名
神
社
で
も
類
似
す
る
「
舞
楽
」
の
伝
承
を
持
っ
て
い
る
。
小
國
神
社
の
「
十
二
段
舞
楽
」
は
、同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、

稚
児
が
舞
う
〈
連え

ん
ぶ舞

〉〈
蝶
の
舞
〉〈
鳥
の
舞
〉〈
神
ま
っ
く
〉〈
抜
頭
〉〈
太
平
楽
〉
と
、十
六
歳
以
上
の
者
が
舞
う
〈
色
香
〉

四
八

〈
安
摩
〉〈
二

の
舞
〉〈
陵
王
〉〈
納
蘇
利
〉〈
獅
子
〉
が
あ
る

四
九

。〈
抜
頭
〉〈
太
平
楽
〉〈
安
摩
〉〈
二
の
舞
〉〈
陵
王
〉〈
納
蘇
利
〉
は
、
同
名
の
演
目
が
中

央
で
伝
承
し
て
き
た
舞
楽
の
中
に
あ
る
。
ま
た
、「
え
ん
ぶ
（
連
舞
）」
と
「
し
ん
ま
っ
く
（
神
ま
っ
く
）」
は
そ
れ
ぞ
れ
中
央
の
〈
振
鉾
〉

と
〈
新
靺
鞨
〉
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
、〈
蝶
の
舞
〉〈
鳥
の
舞
〉
も
中
央
の
〈
胡
蝶
〉
と
〈
迦
陵
頻
〉
を
連
想
さ
せ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
演
目
は
、
舞
や
音
楽

五
〇

の
点
で
は
現
在
の
中
央
の
舞
楽
と
は
異
な
る
範
疇
の
も
の
で
あ
り
、
演
目
の
意
味
（
解
釈
）
も
、
在

地
の
信
仰
と
習
合
し
て
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
（
鈴
木　

一
九
九
六
）。
こ
の
「
十
二
段
舞
楽
」
を
菅
麿
は
、
実
は
宮
司
就
任
以
前

の
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
見
学
し
て
い
る
。

明
治
十
二
年
四
月
十
八
日

午
前
七
時
少
過
、
石
黒
大
書
記
官
社
参
。
八
時
二
十
分
頃
ヨ
リ
祭
典
初
ル
。
先
出
仕
、
楽
。
次
ニ
宮
司
、
禰
宜
、
主
典
、
常
傭
着
床
。

（
こ
の
あ
と
献
饌
、
祓
、
撤
饌
）
夫
ヨ
リ
ノ
式
ハ
神
社
祭
式
ノ
通
也
。
右
畢
、
地
方
官
、
宮
司
ハ
退
散
、
直
會
ア
リ
。
禰
宜
以
下
ハ
本

二
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殿
左
右
ノ
摂
社
ノ
祭
典
奉
仕
ス
。
奏
楽
モ
ア
リ
テ
大
体
本
社
ノ
通
リ
也
。
右
相
済
、
当
月
ノ
献
詠
ノ
披
講
ア
リ
。（
中
略
）
午
後
二

時
頃
ヨ
リ
楼
門
外
へ
神
幸
ア
リ
。
氏
子
ノ
者
麻
上
下
着
用
ニ
テ
神
宝
ヲ
持
、
神
輿
ノ
前
ニ
立
。
神
官
、
舞
人
ハ
神
輿
ノ
後
ニ
立
。
御

休
所
ニ
テ
献
饌
、
祝
詞
、
玉
串
ノ
式
、
各
拝
モ
ア
リ
。
且
、
道
楽
モ
有
之
。
夫
ヨ
リ
御
鳥
居
ノ
処
迄
御
渡
ア
リ
テ
、
還
御
ノ
時
、
御

拝
殿
本
殿
ヲ
一
廻
リ
神
幸
ア
リ
テ
還
幸
也
。
夫
ヨ
リ
又
献
饌
、
祝
詞
、
各
拝
ノ
式
ア
リ
。
左
右
ノ
摂
社
モ
同
様
。
右
畢
テ
舞
台
ニ
テ

十
二
曲
舞
楽
ア
リ
。
振
舞
、
色
香
、
蝶
舞
、
鳥
舞
、
太
平
楽
、
新
靺
鞨
、
陵
王
、
抜
頭
、
納
蘇
利
、
安
摩
、
二
之
舞
、
獅
子
。
右
ノ
内
、

色
香
ハ
近
来
中
絶
ノ
由
。
暮
合
ニ
至
リ
終
ル
。
夫
ヨ
リ
大
直
會
ア
リ
。（
後
略
）

午
前
中
に
本
殿
と
摂
社
で
国
の
神
社
祭
式
に
規
定
さ
れ
て
い
る
方
式
で
神
事
が
あ
り
、
午
後
二
時
頃
か
ら
神
輿
に
乗
っ
て
神
が
御
休
所

（
現
在
「
神
幸
所
」
と
呼
ば
れ
る
御
旅
所
の
こ
と
）
に
お
で
ま
し
に
な
り
、
祝
詞
と
玉
串
奉
奠
な
ど
が
あ
り
、
神
輿
は
さ
ら
に
参
道
南
端

の
鳥
居
ま
で
渡
御
し
、
そ
の
後
還
御
し
た
。
こ
れ
ら
の
次
第
が
終
わ
る
と
舞
台
上
で
十
二
段
舞
楽
が
あ
っ
た
。
小
國
神
社
は
明
治
十
五
年

三
月
七
日
に
火
災
で
焼
失
し
て
お
り
（
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
六
、一
三
九
〜
一
四
〇
頁
）、
焼
失
前
と
現
在
の
建
物
の
位
置
は

異
な
る

五
一

。右
の
記
述
は
焼
失
前
の
例
祭
の
様
子
で
あ
る
。小
國
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、本
殿
、拝
殿
は
明
治
十
九
年
再
建
、『
森

町
史　

資
料
編
五
』
に
よ
れ
ば
、仮
の
舞
殿
は
明
治
二
四
年
に
再
建
さ
れ
、現
在
の
舞
殿
は
明
治
三
三
年
の
再
建
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
森

町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
六
、六
四
四
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
菅
麿
が
赴
任
し
た
明
治
十
九
年
は
、
ち
ょ
う
ど
本
殿
、
拝
殿
の
み
が
か

ろ
う
じ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
の
舞
殿
は
ま
だ
再
建
さ
れ
て
お
ら
ず
、
舞
楽
装
束
も
失
わ
れ
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
次
の
記

事
は
、
明
治
十
九
年
、
再
建
さ
れ
た
本
殿
、
拝
殿
の
竣
工
祝
い
の
祭
典
（
正
遷
宮
）
に
つ
い
て
氏
子
ら
と
相
談
し
て
い
る
様
子
を
記
す
。

明
治
十
九
年
六
月
一
日

一　

本
日
出
頭
ノ
氏
子
惣
代
人
ハ
、
松
田
陸
平
、
大
場
喜
一
郎
、
甲
賀
新
作
、
多
米
与
七
、
齊
藤
貞
次
郎
、
鈴
木
廣
太
郎
、
池
田
寛

一
郎
、
天
野
善
蔵
、
松
下
五
三
郎
、
田
中
徳
次
郎
、
小
沢
清
平
、
建
部
吉
十
、
高
木
三
郎
平
、
中
村
金
五
郎
、
都
合
五マ

マ

人
也
。
高
木

二
五
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宗
十
、
北
島
信
太
郎
、
鈴
木
次
郎
八
、三
人
ハ
差
合
ニ
而
不
参
也
。
出
席
ノ
者
へ
神
酒
ヲ
出
シ
、
正
遷
宮
ニ
付
天
宮
ヨ
リ
装
束
ヲ
借
、

舞
楽
執
行
ノ
儀
心
配
候
様
申
談
事
候
処
、
承
諾
也
。
又
、
投
餅
之
儀
談
事
候
処
、
是
も
承
諾
也
。（
後
略
）

類
似
し
た
「
舞
楽
」
の
伝
統
を
有
す
る
天
宮
神
社
か
ら
装
束
を
借
り
て
、
竣
工
成
っ
た
本
殿
の
正
遷
宮
に
「
舞
楽
」
を
奉
奏
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
正
遷
宮
は
そ
の
年
の
九
月
二
五
日
行
わ
れ
た
。

明
治
十
九
年
九
月
廿
五
日

一　

午
後
八
時
頃
、
静
岡
縣
属
大
井
重
古

五
二

来
社
。
同
九
時
頃
ヨ
リ
正
遷
宮
式
ニ
掛
リ
、
全
ク
相
済
候
ハ
同
十
一
時
頃
也
。
右
式
并

奉
仕
人
員
ハ
別
冊
ニ
委
シ
ク
記
シ
置
候
故
、
爰
ニ
畧
ス
。

一　

弥
彦
神
社
宮
司
安
食
助
宣
氏
、
暮
合
ニ
着
ス
。
今
夜
ハ
装
束
モ
不
着
、
平
服
ノ
儘
拝
殿
ヘ
着
座
ス
。
小
國
重
友
氏
ハ
楽
人
ノ
助

ヲ
致
ス
。
但
、
幡
鎌
ノ
装
束
借
用
ノ
由
。

一　

正
遷
宮
式
相
済
、
夫
ヨ
リ
舞
楽
始
リ
、
鶏
鳴
ニ
至
り
相
済
。

明
治
十
九
年
九
月
廿
六
日

一　

十
一
時
三
十
分
頃
ヨ
リ
臨
時
祝
祭
ヲ
執
行
ス
。
祓
式
相
済
、
宮
司
昇
殿
。
翠
簾
ヲ
巻
上
、
拝
畢
ル
ノ
後
、
青
山
主
典
案
内
ニ
テ

関
口
知
事
、
内
陣
ノ
模
様
ヲ
拝
見
ス
。
夫
ヨ
リ
祭
式
ハ
三
大
祭
ニ
替
ル
事
ナ
シ
。（
後
略
）

一　

祭
式
相
済
候
ハ
午
後
一
時
過
也
。
夫
ヨ
リ
無
程
舞
楽
始
リ
、
夜
八
時
頃
ニ
至
リ
相
済
。

二
五
日
は
、
夜
の
九
時
頃
か
ら
正
遷
宮
の
儀
式
を
始
め
、
終
わ
っ
た
の
は
十
一
時
、
さ
ら
に
そ
の
後
十
二
段
舞
楽
が
演
じ
ら
れ
、
舞
楽

が
終
わ
っ
た
の
は
明
け
方
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
翌
二
六
日
に
も
臨
時
の
祝
祭
が
行
わ
れ
、
祭
式
は
三
大
祭
の
形
式
、
す
ち
わ
ち
、
最

も
盛
大
で
格
式
の
高
い
形
式
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
静
岡
県
知
事
の
関
口
隆
吉
が
新
し
い
本
殿
内
陣
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
祭
式
後
に
、

二
六
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午
後
一
時
過
ぎ
か
ら
十
二
段
舞
楽
が
行
わ
れ
、
夜
八
時
ま
で
か
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
舞
楽
装
束
を
天
宮
神
社
か
ら
借
用
し
て
、
明
治
十
九
年
の
正
遷
宮
に
は
な
ん
と
か
十
二
段
舞
楽
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
そ
の
後
も
装
束
新
調
は
難
航
し
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
年
と
明
治
二
一
年
の
四
月
十
八
日
の
例
祭
に
は
舞
楽
が
演
じ
ら
れ
た
形
跡

が
見
え
な
い
。
結
局
、
菅
麿
の
任
期
中
に
は
例
祭
の
舞
楽
復
活
は
な
ら
ず
、
明
治
二
四
年
、
仮
の
舞
殿
が
完
成
し
て
、
例
祭
の
舞
楽
上
演

が
復
活
し
、
こ
の
時
、
装
束
、
面
も
復
興
さ
れ
た

五
三

。
ち
な
み
に
、
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
二
二
年
に
、
小
國
の
神
官
と
氏
子
が
小
國
神
社

保
存
会
な
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、復
興
に
向
け
て
の
準
備
が
組
織
化
さ
れ
た
（
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、一
九
九
六
、二
六
六
〜
二
六
九
頁
）。

明
治
二
四
年
の
復
興
舞
楽
を
、
当
時
す
で
に
井
伊
谷
宮
宮
司
に
な
っ
て
い
た
菅
麿
も
小
國
ま
で
見
学
に
来
た
。

明
治
廿
四
年
四
月
十
八
日

一　

楽
人
ハ
佐
藤
、
鈴
村
、
太
田
、
北
嶋
ノ
外
、
天
理
教
會
ヨ
リ
飯
田
佐
吉
外
一
人
来
リ
申
候
。
巫
舞
ノ
笛
ハ
藤
吉
、
太
皷
ハ
某
。

一　

午
後
二
時
頃
ヨ
リ
神
輿
渡
御
ア
リ
。
遷
幸
ノ
後
、
舞
楽
初
リ
候
。
夜
ニ
入
、
安
摩
、
二
ノ
舞
、
陵
王
、
納
蘇
利
、
獅
子
。
昼
ノ

内
ニ
花
ノ
舞
、
連
舞
、
稚
児
舞
二
曲
、
色
香
、
太
平
楽
相
済
、
獅
子
ノ
前
ニ
抜
頭
ハ
稚
児
一
人
舞
也
。

一　

松
田
陸
平
、
北
嶋
繁
次
郎
、
多
米
八
郎
、
大
場
喜
一
郎
、
多
米
親
父
、
天
野
善
蔵
、
其
他
氏
子
中
重
立
候
者
ヘ
ハ
保
存
會
ニ
尽
力
、

且
、
舞
楽
再
興
ニ
相
成
候
義
ヲ
深
ク
謝
シ
申
候
。

午
前
中
の
祭
式
の
奏
楽
（
雅
楽
）
は
鈴
村
な
ど
い
つ
も
の
神
官
た
ち
が
行
っ
た
。
午
後
に
舞
楽
が
あ
り
、
昼
と
夜
の
演
目
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
松
田
以
下
、
保
存
会
の
主
な
会
員
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氏
子
会
員
は
、
舞
楽
保
存
の
た
め
に
多
額
の
寄
付

を
し
て
い
る
（
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
六
、二
七
〇
〜
二
七
八
頁
）。

二
七

神戸大学 大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』61 号（2024）



三
―
二
　
井
伊
谷
宮

小
國
神
社
宮
司
と
し
て
森
町
に
赴
任
し
た
菅
麿
は
、
約
二
年
後
、
明
治
二
一
年
五
月
廿
六
日
に
神
部
浅
間
大
歳
御
祖
神
社
（
静
岡
浅
間

神
社
）
宮
司
に
補
任
さ
れ
る
辞
令
を
受
け
取
っ
た
（
辞
令
五
月
二
二
日
付
）。
静
岡
浅
間
神
社
は
維
新
以
前
か
ら
菅
麿
が
奉
仕
し
て
き
た

神
社
で
、
嬉
し
い
転
任
で
あ
っ
た
。
以
前
に
も
増
し
て
、
加
藤
、
浅
井
、
八
幡
、
建
穂
ら
、
雅
楽
仲
間
と
頻
繁
に
稽
古
を
重
ね
、
レ
パ
ー

ト
リ
ー
も
、
唐
楽
曲
だ
け
で
な
く
催
馬
楽
、
朗
詠
な
ど
の
歌
も
の
に
広
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
菅
麿
の
小
國
神
社
任
期
中
の
明
治
二
十

年
五
月
二
四
日
に
友
人
で
あ
り
雅
楽
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
東
儀
音
和
が
死
去
し

五
四

、
東
儀
家
は
息
子
の
春
太
郎
に
当
主
が
替
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
五
ヶ
月
後
、
十
月
二
六
日
付
で
、
菅
麿
は
浜
名
湖
の
北
、
井
伊
谷
宮
宮
司
の
辞
令
を
受
け
た
。
井
伊
谷
は
彦
根
藩
の

井
伊
氏
の
中
世
の
拠
点
で
あ
り
、
井
伊
谷
宮
は
明
治
維
新
直
後
、
井
伊
氏
の
政
府
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
後
醍
醐
天
皇
皇
子
・
宗
良

親
王
の
墓
所
を
も
と
に
、新
た
に
創
建
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
明
治
五
年
に
「
井
伊
谷
宮
」
と
い
う
名
称
が
決
ま
り
、明
治
六
（
一
八
七
三
）

年
に
官
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
た

五
五

。

そ
れ
ま
で
の
赴
任
が
比
較
的
短
期
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
井
伊
谷
宮
宮
司
は
、
そ
の
後
約
二
一
年
に
わ
た
る
長
期
の
奉
職
と
な
っ
た
。

そ
の
間
、
菅
麿
は
静
岡
県
西
部
、
今
日
の
浜
松
市
北
区
、
磐
田
市
、
袋
井
市
、
井
伊
谷
に
近
い
気
賀
町
な
ど
に
雅
楽
の
弟
子
を
多
数
養
成

し
た
。
前
述
の
、
明
治
二
四
年
の
小
國
神
社
の
例
祭
の
舞
楽
復
興
の
時
、
午
前
中
の
祭
式
の
奏
楽
を
天
理
教
の
飯
田
佐
吉
と
い
う
人
が
手

伝
っ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
天
理
教
で
雅
楽
を
修
得
す
る
こ
と
が
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
菅
麿
の
弟
子

の
中
に
も
多
数
の
天
理
教
信
者
が
い
る
。

（
一
）
井
伊
谷
宮
関
係
者
へ
の
雅
楽
の
教
授
　

井
伊
谷
宮
の
特
徴
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
創
建
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
た
め
、
在
来
の
神
楽
や
古
い
祭
事
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
に
な
っ
て
国
家
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
神
社
祭
典
を
中
心
的
に
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

菅
麿
は
、
明
治
二
一
年
十
月
三
一
日
に
井
伊
谷
宮
に
着
任
し
た
。『
菅
麿
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
二
年
以
降
の
井
伊
谷
宮
祭
典
に

二
八
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は
、
元
始
祭
（
一
月
三
日
）、
紀
元
節
（
二
月
十
一
日
）、
祈
年
祭
（
二
月
二
十
日
頃
）、
例
祭
（
九
月
二
二
日
）、
新
嘗
祭
（
十
一
月
二
三

日
）
な
ど
が
官
祭
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、雅
楽
の
奏
楽
が
行
わ
れ
た

五
六

。
た
だ
し
、初
め
か
ら
雅
楽
奏
楽
が
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

菅
麿
赴
任
後
に
、
楽
生
が
養
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
菅
麿
は
赴
任
の
約
一
ヶ
月
後
に
、
雅
楽
の
楽
生
を
と
り
始
め
た
。

明
治
廿
一
年
十
二
月
六
日

一　

山
下
文
太
郎
ノ
周
旋
ニ
テ
、
中
井
真
幸
、
池
谷
鎗
四
郎
、
山
下
義
次
郎
并
影
山
安
五
郎
、
本
日
ゟ
楽
ノ
稽
古
初
候
。
則
御
神
前

ヘ
近
藤
禰
宜
ニ
神
酒
ヲ
備
サ
セ
、
右
稽
古
ヲ
初
候
儀
ヲ
奏
上
セ
シ
メ
、
又
笛
弐
人
、
篳
篥
一
人
ノ
籤
ヲ
モ
作
リ
、
備
サ
セ
テ
本
人
共

ニ
為
引
候
処
、
真
幸
、
鎗
四
郎
ハ
笛
、
義
次
郎
ハ
篳
篥
当
リ
申
候
間
、
右
四
人
之
者
へ
越
天
楽
、
五
常
楽
ノ
譜
面
ヲ
授
、
越
天
楽
ヨ

リ
稽
古
ヲ
初
メ
申
候
。
安
五
郎
ハ
篳
篥
所
持
ス
。
外
ニ
安
井
主
典
モ
所
持
ニ
付
、篳
篥
ハ
間
ニ
合
候
処
、笛
無
候
。
但
、壱
管
ハ
当
分
、

自
分
ノ
吹
替
ノ
管
ヲ
貸
候
積
り
。
壱
管
ハ
大
場
多
仲
ノ
笛
ヲ
可
借
寄
ト
勘
考
ヲ
付
申
候
。（
後
略
）

明
治
廿
一
年
十
二
月
十
一
日

一　

本
村
、
石
巻
藤
重
ト
申
者
来
リ
、
楽
相
始
度
旨
申
聞
候
間
、
笙
ヲ
始
候
様
、
申
聞
候
。

十
二
月
六
日
条
に
よ
る
と
、
ま
ず
中
井
真
幸
、
池
谷
鎗
四
郎
、
山
下
義
次
郎
、
影
山
安
五
郎
が
や
っ
て
き
て
、
く
じ
引
き
で
真
幸
、
鎗

次
郎
は
笛
、
義
次
郎
は
篳
篥
に
な
っ
た
。
安
五
郎
は
す
で
に
篳
篥
を
所
持
し
て
お
り
、
多
少
の
嗜
み
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
同
、〈
越

天
楽
〉
か
ら
稽
古
を
始
め
た
。
ま
た
、
十
二
月
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
右
の
人
々
に
加
え
、
石
牧
藤
重
か
ら
も
稽
古
願
い
が
あ
り
、
笙
を

始
め
る
よ
う
に
菅
麿
は
勧
め
た
。
但
し
、
右
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
篳
篥
は
と
り
あ
え
ず
二
管
揃
っ
た
が
笛
は
一
管
足
り
ず
、
誰
か
か

ら
借
り
る
算
段
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
笙
は
管
楽
器
の
中
で
最
も
複
雑
な
構
造
で
高
価
な
楽
器
だ
っ
た
の
で
井
伊
谷
で
は
所
持
し
て
い
る

者
が
お
ら
ず
、
年
内
は
唱
歌
を
歌
う
だ
け
の
稽
古
だ
っ
た
。
笙
を
除
く
笛
二
管
、
篳
篥
二
管
で
、
初
め
て
楽
生
た
ち
が
奏
楽
を
し
た
の
は
、

翌
明
治
二
二
年
正
月
三
日
の
元
始
祭
だ
っ
た
。「
開
閉
、
献
撤
ト
モ
越
天
楽
ヲ
奏
ス
。
今
日
ハ
四
人
ノ
者
ヘ
拾
銭
ツ
ゝ
日
当
遣
ス
。」
と
正

二
九
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月
三
日
条
に
あ
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
奏
楽
の
代
価
も
支
払
わ
れ
た
。

菅
麿
は
明
治
二
二
年
一
月
中
旬
に
静
岡
に
帰
省
し

五
七

、
そ
の
時
、
楽
器
や
備
品
を
揃
え
て
井
伊
谷
宛
に
送
っ
た
。
明
治
二
二
年
一
月

二
五
日
に
井
伊
谷
に
荷
物
が
届
き
、
二
五
日
に
、
笛
、
篳
篥
は
実
際
に
楽
生
た
ち
に
吹
か
せ
て
、
笙
は
自
分
が
吹
い
て
合
奏
を
行
っ
た
。

こ
の
後
、
一
月
二
九
日
に
兵
藤
常
衛
（
笙
）
が
、
二
月
五
日
に
は
宮
本
廣
吉
（
篳
篥
）
が
加
わ
り
、
逆
に
、
藤
重
の
名
は
そ
の
後
消
え
て

し
ま
う
が
、四
、五
人
で
常
時
合
奏
が
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、明
治
二
三
年
に
は
宮
司
六
郎（
笛
）（
八
月
三
日
条
）、

明
治
二
四
年
に
は
西
尾
清
次
郎
（
楽
器
不
明
）、
明
治
二
八
年
に
は
神
谷
真
弓
（
笛
）（
七
月
二
日
条
）
が
入
門
す
る
。
宮
司
と
神
谷
に
は
、

各
社
の
祭
典
や
祝
詞
の
素
読
な
ど
も
教
授
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
間
が
空
き
、
新
し
い
入
門
者
が
訪
れ
る
の
は
明
治
三
五
年
で
あ
る
。
山
下
義
次
郎
の
紹
介
で
山
下
文
作
（
笙
）
と

宮
田
太
次
郎
（
笛
）（
四
月
三
日
条
）
が
、
兵
頭
常
衛
の
紹
介
で
常
衛
の
親
戚
の
兵
頭
筆
吉
（
篳
篥
）（
五
月
十
七
日
条
）
が
入
門
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
三
九
年
に
池
谷
猛
（
笙
）（
一
月
六
日
）
が
入
門
し
た
。
筆
吉
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
姓
か
ら
推
測
し
て
、
文
作
は

山
下
義
次
郎
、猛
は
池
谷
鎗
四
郎
の
親
戚
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、明
治
三
五
年
入
門
の
人
々
は
、奏
楽
を
行
う
第
二
世
代
の
人
々
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

彼
ら
が
習
得
し
た
曲
目
は
、『
菅
麿
日
記
』
で
初
出
の
箇
所
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る（
表
二
）。〈
拾
翠
楽
〉
と
〈
小
乱
声
〉

を
除
く
と
、
平
調
、
壱
越
調
、
太
食
調
の
演
奏
し
や
す
い
小
曲
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
楽
曲
は
前
述
の
よ
う
に
、
神

社
の
祭
事
の
開
扉
・
献
饌
、
閉
扉
・
撤
饌
の
時
に
数
分
だ
け
演
奏
さ
れ
る
用
途
と
し
て
は
十
分
多
様
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
中
井
真
幸

に
の
み
黄
鐘
調
〈
拾
翠
楽
〉、
壱
越
調
〈
鳥
急
〉、
平
調
〈
林
歌
〉〈
早
甘
州
〉〈
陪
臚
〉
を
教
え
て
い
る
の
は
、
真
幸
が
社
務
所
の
当
直
に

当
っ
た
時
に
教
授
す
る
時
間
が
多
く
確
保
で
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
し
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
獲
得
に
対
し

て
、
本
人
が
意
欲
と
資
質
を
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仕
事
上
の
決
ま
っ
た
ア
イ
テ
ム
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

新
し
い
音
楽
を
面
白
が
り
挑
戦
す
る
と
い
う
資
質
を
真
幸
の
中
に
菅
麿
が
感
じ
と
り
、
他
に
先
ん
じ
て
こ
れ
ら
の
楽
曲
を
教
え
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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表
二
　
井
伊
谷
宮
神
官
の
習
得
楽
曲

菅
麿
は
明
治
⼆
⼆
年
⼀
⽉
中
旬
に
静
岡
に
帰
省
し

五
七

︑
そ
の
時
︑
楽
器
や
備
品
を
揃
え
て
井
伊
⾕
宛

に
送
�
た
︒
明
治
⼆
⼆
年
⼀
⽉
⼆
五
⽇
に
井
伊
⾕
に
荷
物
が
届
き
︑
⼆
五
⽇
に
︑
笛
︑
篳
篥
は
実
際
に

楽
⽣
た
ち
に
吹
か
せ
て
︑
笙
は
⾃
分
が
吹
い
て
合
奏
を
⾏
�
た
︒
こ
の
後
︑
⼀
⽉
⼆
九
⽇
に
兵
藤
常
衛

︵
笙
︶
が
︑
⼆
⽉
五
⽇
に
は
宮
本
廣
吉
︵
篳
篥
︶
が
加
わ
り
︑
逆
に
︑
藤
重
の
名
は
そ
の
後
消
え
て
し

ま
う
が
︑
四
︑
五
⼈
で
常
時
合
奏
が
で
き
る
体
制
が
整
�
た
よ
う
に
⾒
え
る
︒
ま
た
︑
明
治
⼆
三
年
に

は
宮
司
六
郎
︵
笛
︶︵
⼋
⽉
三
⽇
条
︶︑
明
治
⼆
四
年
に
は
⻄
尾
清
次
郎
︵
楽
器
不
明
︶︑
明
治
⼆
⼋
年
に

は
神
⾕
真
⼸
︵
笛
︶︵
七
⽉
⼆
⽇
条
︶
が
⼊
⾨
す
る
︒
宮
司
と
神
⾕
に
は
︑
各
社
の
祭
典
や
祝
詞
の
素
読

な
ど
も
教
授
し
て
い
る
︒ 

そ
の
後
︑
し
ば
ら
く
間
が
空
き
︑
新
し
い
⼊
⾨
者
が
訪
れ
る
の
は
明
治
三
五
年
で
あ
る
︒
⼭
下
義
次

郎
の
紹
介
で
⼭
下
⽂
作
︵
笙
︶
と
宮
⽥
太
次
郎
︵
笛
︶︵
四
⽉
三
⽇
条
︶
が
︑
兵
頭
常
衛
の
紹
介
で
常
衛

の
親
戚
の
兵
頭
筆
吉︵
篳
篥
︶︵
五
⽉
⼗
七
⽇
条
︶が
⼊
⾨
し
た
︒さ
ら
に
︑明
治
三
九
年
に
池
⾕
猛︵
笙
︶

︵
⼀
⽉
六
⽇
︶
が
⼊
⾨
し
た
︒
筆
吉
以
外
の
⼈
物
に
つ
い
て
も
︑
姓
か
ら
推
測
し
て
︑
⽂
作
は
⼭
下
義

次
郎
︑
猛
は
池
⾕
鎗
四
郎
の
親
戚
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
明
治
三
五
年
⼊
⾨
の
⼈
々
は
︑
奏
楽
を

⾏
う
第
⼆
世
代
の
⼈
々
で
あ
�
た
と
推
測
さ
れ
る
︒ 

 

彼
ら
が
習
得
し
た
曲
⽬
は
︑﹃
菅
麿
⽇
記
﹄
で
初
出
の
箇
所
を
列
挙
す
る
と
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︵
表

⼆
︶︒︿
拾
翠
楽
﹀
と
︿
⼩
乱
声
﹀
を
除
く
と
︑
平
調
︑
壱
越
調
︑
太
⾷
調
の
演
奏
し
や
す
い
⼩
曲
を
選

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
ら
の
楽
曲
は
前
述
の
よ
う
に
︑
神
社
の
祭
事
の
開
扉
・
献
饌
︑
閉
扉
・

撤
饌
の
時
に
数
分
だ
け
演
奏
さ
れ
る
⽤
途
と
し
て
は
⼗
分
多
様
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
︒
中
井
真
幸
に

の
み
⻩
鐘
調
︿
拾
翠
楽
﹀︑
壱
越
調
︿
⿃
急
﹀︑
平
調
︿
林
歌
﹀︿
早
⽢
州
﹀︿
陪
臚
﹀
を
教
え
て
い
る
の

は
︑
真
幸
が
社
務
所
の
当
直
に
当
�
た
時
に
教
授
す
る
時
間
が
多
く
確
保
で
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
�

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
新
し
い
レ
パ
�
ト
リ
�
の
獲
得
に
対
し
て
︑
本
⼈
が
意
欲
と
資
質
を
⽰
し
た

こ
と
も
あ
�
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
仕
事
上
の
決
ま
�
た
ア
イ
テ
ム
に
満
⾜
す
る
こ
と
な
く
︑

新
し
い
⾳
楽
を
⾯
⽩
が
り
挑
戦
す
る
と
い
う
資
質
を
真
幸
の
中
に
菅
麿
が
感
じ
と
り
︑
他
に
先
ん
じ
て

こ
れ
ら
の
楽
曲
を
教
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒ 

表
⼆ 

井
伊
⾕
宮
神
官
の
習
得
楽
曲 

 

井
伊
谷
宮
の
儀
礼
で
神
官
た
ち
が
演
奏
し
た
の
は
こ
こ
に
紹
介
し
た
楽
曲
で
あ
る
が
、
多
様
性
と
い
う
点
で
格
段
に
多
か
っ
た
の
が
、

天
理
教
の
人
々
が
習
得
し
た
楽
曲
の
種
類
で
あ
る
。
井
伊
谷
宮
滞
在
中
に
菅
麿
は
、
遠
州
各
地
の
天
理
教
信
者
た
ち
に
も
勢
力
的
に
雅
楽

を
伝
授
し
て
い
る
。
こ
れ
は
菅
麿
の
側
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
天
理
教
関
係
者
の
方
か
ら
の
熱
心
な
働
き
か
け
に
応
じ
て
菅
麿
が
雅
楽
を

伝
授
し
た
、
と
言
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
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平調 壱越調 太食調 黄鐘調

M21.12.6 越天楽

M22.l.22 五常楽

M22.2 23 慶徳

M22.3 23 王昭君

M22.5.3 武徳楽

M22.10.23 酒胡子

M22.11.5 胡飲酒

M22.12.11 合歓塩

M23.4.8 三甚塩

M23.8.3 老君子

M26.2 24 皇壁急、扶南

M26.2 25 小娘子

M26.2.27 拾翠楽＊

M26.3.20 小乱声＊ ＊ 

M35.5 19 林歌＊

M35.7 9 早甘州＊

M35.ll.10 長慶子

M35.12.26 賀殿急

M36.l.10 鳥急＊

M36.3.6 抜頭＊

M36.3 18 陪膿＊

M41.4.25 抜頭＊ ＊ ＊ 

M41.2.12 抜頭

＊真幸のみ ＊ ＊鎗四郎のみ ＊ ＊ ＊猛のみ 無印全員



（
二
）
天
理
教
関
係
者
へ
の
雅
楽
教
授

井
伊
谷
宮
着
任
後
、
菅
麿
が
最
初
に
接
触
し
た
天
理
教
の
教
会
は
、
久
努
村
廣
岡
（
現
・
袋
井
市
）
に
あ
っ
た
教
会

五
八

で
あ
っ
た
。

明
治
廿
二
年
十
二
月
二
日

（
前
略
）
入
浴
ノ
上
、
会
長
国
三
郎
始
、
今
度
雅
楽
ヲ
稽
古
致
候
楽
生
等
一
同
出
、
挨
拶
有
之
候
。
右
ノ
内
両
三
名
ハ
去
ル
四
月

十
八
日
小
國
神
社
例
祭
ノ
節
、
見
受
候
者
共
也
。
今
回
相
求
候
笙
并
三
皷
ヲ
一
覧
ス
。（
中
略
）
楽
生
共
ニ
五
常
楽
急
、
越
天
楽
等
ヲ

為
吹
聴
聞
ス
。
当
教
會
所
ハ
九
間
四
方
ノ
新
築
ニ
而
、
楼
上
ハ
神
座
事
務
所
教
会
ノ
席
ニ
成
、
下
ハ
座
敷
ニ
成
居
候
。
本
村
ハ
維
新

前
ニ
ハ
室
賀
美
作
守
ノ
知
行
所
ニ
而
、
同
家
ノ
御
城
代
勤
役
中
ニ
ハ
国
三
郎
モ
駿
府
へ
在
勤
セ
シ
由
。（
後
略
）

右
に
よ
れ
ば
、
当
該
教
会
の
会
長
は
元
武
士
の
諸
井
国
三
郎
で
、
教
会
は
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
で

五
九

、
笙
や
三
鼓
（
太
鼓
、
鉦
鼓
、
鞨
鼓
）

も
買
い
揃
え
て
あ
っ
た
。
菅
麿
は
集
ま
っ
た
楽
生
に
〈
五
常
楽
急
〉
と
〈
越
天
楽
〉
を
吹
か
せ
た
、
と
あ
る
の
で
、
楽
生
た
ち
に
は
雅
楽

の
心
得
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
廿
二
年
十
二
月
三
日

朝
ヨ
リ
稽
古
ヲ
初
ム
。
国
三
郎
ノ
婿
、
諸
井
松
三
郎
ニ
笙
ノ
五
常
楽
急
ノ
譜
ヲ
初
メ
、
大
場
作
太
郎
、
松
下
園
吉
両
人
ハ
一
宮
、
鈴

木
老
人
ノ
篳
篥
ヲ
習
ヒ
候
由
ニ
付
、
五
常
楽
急
、
越
天
楽
ノ
譜
ヲ
復
サ
シ
メ
、
作
太
郎
ニ
ハ
太
皷
、
園
吉
ニ
ハ
鉦
皷
ノ
手
ヲ
モ
教
授
ス
。

飯
田
佐
吉
、
柴
本
幸
吉
ハ
佐
藤
金
枝
ニ
笛
ヲ
習
ヒ
候
由
ニ
付
、
五
常
楽
急
、
越
天
楽
ヲ
復
サ
シ
メ
、
佐
吉
ニ
ハ
羯
皷
ノ
譜
ヲ
授
申
候
。

（
中
略
）
夕
刻
、
金
枝
来
ル
。

十
二
月
三
日
の
記
事
か
ら
は
、
大
場
と
松
下
の
二
人
は
一
宮
（
小
國
神
社
）
の
鈴
木
老
人
に
す
で
に
篳
篥
を
、
飯
田
佐
吉
、
柴
本
幸
吉
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は
、
同
じ
く
一
宮
の
佐
藤
金
枝
に
笛
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
稽
古
は
十
二
月
七
日
ま
で
続
け
ら
れ
、
基
本
的
な
〈
越
天
楽
〉〈
五

常
楽
急
〉の
他
、〈
合
歓
塩
〉〈
胡
飲
酒
〉〈
武
徳
楽
〉〈
慶
徳
〉〈
抜
頭
〉を
打
楽
器
付
き
で
合
奏
し
た
。
七
日
に
は
新
た
に
笠
原
学
校
校
長（
現
・

袋
井
市
笠
原
カ
）
の
村
田
熊
三
郎
も
笙
を
入
門
し
た
。

菅
麿
は
、
翌
、
明
治
二
三
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
再
び
廣
岡
の
教
会
を
訪
れ
、
さ
ら
に
、
森
町
助
役
成
瀬
宇
平
、
久
努
西
村

寺
田
吉
平
、
向
笠
村
三
浦
惣
作
三
人
が
加
わ
っ
た
。
人
に
よ
り
進
捗
度
は
異
な
る
が
、
こ
の
時
の
稽
古
で
は
、
次
の
よ
う
な
曲
目
が
稽
古

さ
れ
た（
表
三
）。

表
三
　
明
治
二
三
年
一
月
　
廣
岡
教
会
で
の
練
習
曲

		 森
町
助
役
成
瀬
宇
平
︑
久
努
⻄
村
寺
⽥
吉
平
︑
向
笠
村
三
浦
惣
作
三
⼈
が
加
わ
�
た
︒
⼈
に
よ
り
進
捗

度
は
異
な
る
が
︑
こ
の
時
の
稽
古
で
は
︑
次
の
よ
う
な
曲
⽬
が
稽
古
さ
れ
た
︵
表
三
︶︒ 

表
三 

明
治
⼆
三
年
⼀
⽉ 

廣
岡
教
会
で
の
練
習
曲 

  

初
⼼
者
と
思
わ
れ
る
宇
平
︑
吉
平
︑
惣
作
は
︿
五
常
楽
急
﹀︿
越
天
楽
﹀︿
慶
徳
﹀
な
ど
︵
い
ず
れ
も
平

調
︶
を
練
習
し
た
が
︑
そ
れ
以
外
の
⼈
々
は
︑
壱
越
調
︑
太
⾷
調
︑
⻩
鐘
調
な
ど
に
及
ぶ
楽
曲
を
稽
古

し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒こ
れ
ら
の
楽
曲
は
表
⼆
の
井
伊
⾕
宮
神
官
た
ち
の
習
得
楽
曲
と
ほ
ぼ
重
な
る
が
︑

井
伊
⾕
の
⼈
々
が
明
治
⼆
⼗
年
代
か
ら
四
⼗
年
代
の
⻑
期
に
か
け
て
習
得
し
た
楽
曲
を
︑
天
理
の
⼈
々

は
明
治
⼆
三
年
⼀
⽉
の
数
⽇
間
で
稽
古
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒ 

 

こ
の
あ
と
︑
菅
麿
は
廣
岡
の
教
会
に
明
治
⼆
四
年
⼗
⼀
⽉
と
明
治
⼆
六
年
三
⽉
に
も
訪
れ

六
〇

︑
そ
れ

ぞ
れ
数
⼈
の
新
し
い
弟
⼦
が
増
え
た
︒
天
理
教
の
弟
⼦
た
ち
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
︑
寺
井
治
平
︵
治

作
と
も
表
記
︶

六
⼀

︑
飯
⽥
佐
吉
︑
三
浦
︵
諸
井
︶
惣
作
︵
宗
作
︶
ら
で
あ
る
︒
彼
ら
は
︑
菅
麿
が
教
会

を
訪
れ
た
時
だ
け
で
な
く
︑
⾃
ら
が
井
伊
⾕
宮
に
赴
き
︑
菅
麿
か
ら
個
⼈
指
導
を
受
け
て
い
る
の
で
あ

る
六
⼆

︒
そ
の
結
果
︑
佐
吉
は
打
ち
物
︑
壱
越
︑
平
調
︑
太
⾷
︿
⾳
取
﹀︑︿
⼩
乱
声
﹀
や
︿
陵
王
﹀︑
惣
作

は
︿
新
羅
陵
王
﹀︑︿
仙
遊
霞
﹀︑︿
傾
盃
楽
﹀
や
盤
渉
の
︿
剣
気
褌
脱
﹀︑
治
平
は
盤
渉
の
︿
⻘
海
波
﹀︑

︿
千
秋
楽
﹀︑
双
調
の
︿
新
羅
陵
王
﹀︑
延
楽
の
︿
萬
歳
楽
﹀
な
ど
︑
他
の
弟
⼦
が
習
得
し
て
い
な
い
楽

曲
に
ま
で
レ
パ
�
ト
リ
�
が
及
ん
で
い
る
︒
ま
た
こ
れ
ら
の
⼈
物
は
︑
⾃
⾝
の
技
能
が
⾼
か
�
た
だ
け

で
な
く
︑
周
り
の
天
理
教
信
徒
に
も
積
極
的
に
雅
楽
を
教
え

六
三

︑
雅
楽
⼈
⼝
の
拡
⼤
に
も
⼤
き
く
貢
献

し
た
︒ 

 

と
こ
ろ
で
︑
明
治
⼆
⼗
年
代
に
雅
楽
が
天
理
教
信
徒
の
間
に
急
速
に
広
ま
�
た
の
に
は
⼤
き
な
理
由

が
あ
る
︒
天
理
教
は
官
憲
の
弾
圧
を
乗
り
越
え
て
明
治
⼆
⼀
年
四
⽉
に
東
京
府
知
事
か
ら
神
道
本
局
所

属
の
教
会
認
可
を
受
け
た
︒
さ
ら
に
︑
同
年
七
⽉
に
教
会
本
部
を
天
理
の
現
在
の
地
に
移
す
こ
と
を
奈

良
県
知
事
か
ら
認
め
ら
れ
た
︵
⼩
栗 

⼀
九
六
九
�
⼆
四
九
︶︒
明
治
⼆
⼗
年
代
は
︑﹁
神
道
の
⼀
派
﹂

と
し
て
神
道
儀
礼
を
模
し
た
雅
楽
奏
楽
を
含
む
儀
礼
の
形
式
を
天
理
教
が
整
え
る
時
期
で
︑
奈
良
で
は

雅
楽
⼈
⼝
が
⼀
気
に
増
え
た︵
寺
内 

⼆
〇
⼆
⼀
︶︒そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
遠
州
地
域
で
も
起
こ
�
た
と

考
え
ら
れ
る
︒
菅
麿
が
遠
州
の
天
理
教
の
⼈
々
に
雅
楽
を
教
授
し
た
の
は
︑
ち
�
う
ど
こ
の
時
期
と
重

な
る
の
で
あ
る
︒ 
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゜゚ ゜゚合歓塩

゜゚ ゜゚黄鏑調 拾翠楽

゜゚ ゜゚



初
心
者
と
思
わ
れ
る
宇
平
、吉
平
、惣
作
は〈
五
常
楽
急
〉〈
越
天
楽
〉〈
慶
徳
〉な
ど（
い
ず
れ
も
平
調
）を
練
習
し
た
が
、そ
れ
以
外
の
人
々

は
、
壱
越
調
、
太
食
調
、
黄
鐘
調
な
ど
に
及
ぶ
楽
曲
を
稽
古
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
楽
曲
は
表
二
の
井
伊
谷
宮
神
官
た
ち
の
習

得
楽
曲
と
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
井
伊
谷
の
人
々
が
明
治
二
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
の
長
期
に
か
け
て
習
得
し
た
楽
曲
を
、
天
理
の
人
々
は
明

治
二
三
年
一
月
の
数
日
間
で
稽
古
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
菅
麿
は
廣
岡
の
教
会
に
明
治
二
四
年
十
一
月
と
明
治
二
六
年
三
月
に
も
訪
れ

六
〇

、
そ
れ
ぞ
れ
数
人
の
新
し
い
弟
子
が
増
え

た
。
天
理
教
の
弟
子
た
ち
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、寺
井
治
平（
治
作
と
も
表
記
）六

一
、飯
田
佐
吉
、三
浦（
諸
井
）惣
作（
宗
作
）ら
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
菅
麿
が
教
会
を
訪
れ
た
時
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
井
伊
谷
宮
に
赴
き
、
菅
麿
か
ら
個
人
指
導
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る

六
二

。
そ

の
結
果
、
佐
吉
は
打
ち
物
、
壱
越
、
平
調
、
太
食
〈
音
取
〉、〈
小
乱
声
〉
や
〈
陵
王
〉、
惣
作
は
〈
新
羅
陵
王
〉、〈
仙
遊
霞
〉、〈
傾
盃
楽
〉

や
盤
渉
の
〈
剣
気
褌
脱
〉、
治
平
は
盤
渉
の
〈
青
海
波
〉、〈
千
秋
楽
〉、
双
調
の
〈
新
羅
陵
王
〉、
延
楽
の
〈
萬
歳
楽
〉
な
ど
、
他
の
弟
子
が

習
得
し
て
い
な
い
楽
曲
に
ま
で
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
及
ん
で
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
自
身
の
技
能
が
高
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
天
理
教
信
徒
に
も
積
極
的
に
雅
楽
を
教
え

六
三

、
雅
楽
人
口
の
拡
大
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
年
代
に
雅
楽
が
天
理
教
信
徒
の
間
に
急
速
に
広
ま
っ
た
の
に
は
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
天
理
教
は
官
憲
の
弾
圧

を
乗
り
越
え
て
明
治
二
一
年
四
月
に
東
京
府
知
事
か
ら
神
道
本
局
所
属
の
教
会
認
可
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
同
年
七
月
に
教
会
本
部
を
天

理
の
現
在
の
地
に
移
す
こ
と
を
奈
良
県
知
事
か
ら
認
め
ら
れ
た
（
小
栗　

一
九
六
九
：
二
四
九
）。
明
治
二
十
年
代
は
、「
神
道
の
一
派
」

と
し
て
神
道
儀
礼
を
模
し
た
雅
楽
奏
楽
を
含
む
儀
礼
の
形
式
を
天
理
教
が
整
え
る
時
期
で
、
奈
良
で
は
雅
楽
人
口
が
一
気
に
増
え
た
（
寺

内　

二
〇
二
一
）。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
遠
州
地
域
で
も
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
菅
麿
が
遠
州
の
天
理
教
の
人
々
に
雅
楽
を
教
授
し

た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に
か
え
て

以
上
、本
稿
で
は
、大
井
菅
麿
の
日
記
か
ら
、東
儀
音
和
と
大
井
菅
麿
の
周
辺
で
起
こ
っ
た
出
来
事
や
人
々
の
行
動
を
追
っ
た
。
最
後
に
、
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芸
能
が
移
入
さ
れ
定
着
、
発
展
す
る
た
め
の
要
件
を
ま
と
め
る
。

ま
ず
、
維
新
後
、
雅
楽
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
た
背
景
に
は
、
宗
教
が
雅
楽
を
必
要
と
し
た
社
会
的
背
景
が
あ
る
。
明
治
の
国
家
神
道

の
整
備
に
お
い
て
は
思
想
的
基
盤
と
同
時
に
儀
式
の
様
式
整
備
も
行
わ
れ
た
。
雅
楽
を
用
い
た
儀
式
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
の
神

社
で
の
神
官
た
ち
の
雅
楽
修
得
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
制
度
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
修
得
と
継
続
の
手
立
て
や
予
算
が
講
じ
ら

れ
る
。
伝
承
の
存
続
に
と
っ
て
制
度
化
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
第
二
の
要
因
は
中
央
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
最
新
の
情
報
や
、

楽
器
の
部
品
な
ど
を
中
央
か
ら
入
手
で
き
る
か
否
か
も
伝
承
の
維
持
に
重
要
で
あ
る
。
第
三
の
要
因
は
個
人
の
資
質
で
あ
る
。
雅
楽
実
践

者
の
中
に
、
単
に
「
仕
事
」
と
し
て
雅
楽
を
演
奏
す
る
だ
け
で
な
く
、
雅
楽
を
面
白
が
り
「
仕
事
」
を
超
え
た
遊
び
心
と
熱
意
を
持
つ
人

が
い
る
か
ど
う
か
は
、伝
承
が
継
続
す
る
だ
け
で
な
く
発
展
す
る
か
ど
う
か
の
大
き
な
鍵
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
静
岡
は
好
条
件
が
揃
っ

て
い
た
。

ま
ず
、
東
儀
音
和
を
は
じ
め
と
す
る
旧
紅
葉
山
楽
人
が
数
人
静
岡
に
移
住
し
た
こ
と
に
よ
り
、
静
岡
で
は
、
旧
楽
人
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
ら
れ
る
態
勢
が
整
っ
た
。
ま
た
、
東
儀
音
和
に
は
、
他
家
に
養
子
に
行
っ
た
弟
・
季
長
（
紅
葉
山
楽
人
の
安
倍
姓
東
儀
家
、

一
八
五
七
〜
一
九
一
二
）
が
お
り
、
季
長
は
維
新
後
、
東
京
の
雅
楽
局
（
の
ち
に
宮
内
省
楽
部
へ
改
組
）
の
伶
人
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

音
和
自
身
は
静
岡
と
い
う
地
方
都
市
に
移
住
し
た
が
、
実
弟
は
東
京
の
雅
楽
の
中
心
地
で
活
動
し
て
お
り
、
音
和
は
中
央
の
雅
楽
の
情
報

を
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
音
和
の
中
央
と
の
縁
故
で
、
菅
麿
も
東
京
出
張
の
際
、
牛
込

見
附
に
あ
っ
た
雅
楽
稽
古
所
（
宮
内
省
楽
部
）
に
出
入
り
し
、
季
長
と
も
親
し
く
接
し
て
い
る

六
四

。
こ
の
よ
う
に
、
元
楽
人
で
中
央
と
繋

が
り
の
あ
っ
た
音
和
の
存
在
は
、
静
岡
の
雅
楽
人
に
と
っ
て
、
伝
承
や
楽
器
の
入
手
と
い
う
点
に
お
い
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
も

た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
を
地
盤
に
静
岡
中
心
部
に
お
い
て
は
、
大
井
菅
麿
、
そ
し
て
菅
麿
と
特
に
頻
繁
に
合
奏
を
行
な
っ
て
い
た

浅
井
栄
男
や
遠
山
道
紀
、
そ
の
他
の
熱
心
な
実
践
者
を
得
て
、
非
常
に
活
発
な
雅
楽
愛
好
家
の
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
神
社
の

儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
通
常
の
曲
目
以
外
に
、
雅
楽
の
六
調
子
全
て
に
わ
た
る
三
十
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
保
持
し
、
公
開
演
奏
も

行
な
っ
た
。
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音
和
を
静
岡
に
お
け
る
中
間
師
匠
と
観
る
な
ら
ば
、
菅
麿
は
、
静
岡
西
部
、
遠
州
地
域
に
お
け
る
中
間
師
匠
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
宮
司

と
し
て
赴
任
し
た
小
國
神
社
、
井
伊
谷
宮
で
は
、
地
元
の
神
官
た
ち
に
毎
日
の
よ
う
に
雅
楽
を
教
え
、
儀
礼
で
の
奏
楽
の
基
盤
を
整
え
た
。

小
國
の
神
官
の
中
で
最
も
多
く
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
っ
た
の
は
佐
藤
金
枝
で

六
五

、
菅
麿
が
小
國
を
離
れ
た
後
も
個
人
的
に
井
伊
谷
ま
で

稽
古
に
出
向
い
て
い
る
。
ま
た
金
枝
も
天
理
教
の
飯
田
佐
吉
、柴
本
幸
吉
に
笛
を
教
え
て
い
る
の
で
、中
間
師
匠
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
菅
麿
が
教
え
た
天
理
教
信
徒
の
中
で
は
、
前
述
の
通
り
飯
田
佐
吉
、
寺
井
治
平
は
、
他
の
信
者
が
習
得
し
て
い
な
い
多
彩
な
楽

曲
を
習
得
し
て
お
り
、
多
く
の
信
徒
に
雅
楽
を
教
授
し
て
い
る
点
で
中
間
師
匠
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
中
間
師
匠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雅
楽
グ
ル
ー
プ
を
互
い
に
行
き
来
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
國
の
佐
藤
金
枝
は
天
理

教
の
廣
岡
教
会
に
も
出
入
り
し
、
前
述
の
通
り
天
理
の
飯
田
佐
吉
、
柴
本
幸
吉
に
笛
を
教
え
て
い
る
。
飯
田
佐
吉
や
寺
井
治
平
は
井
伊
谷

宮
を
訪
れ
、
井
伊
谷
宮
の
神
官
た
ち
と
合
奏
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
間
を
横
断
す
る
人
的
交
流
は
、
才
能
が
あ
り
、

よ
り
高
い
演
奏
技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
志
す
者
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
環
境
で
あ
る
。
個
人
芸
で
は
な
く
合
奏
音
楽
で
あ
る
雅
楽
に
お

い
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
人
と
の
合
奏
は
、
技
能
や
芸
術
性
の
向
上
に
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

神
道
も
天
理
教
も
、儀
礼
で
雅
楽
を
用
い
る
こ
と
が
雅
楽
修
得
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、さ
ら
に
、大
井
菅
麿
、

佐
藤
金
枝
、
飯
田
佐
吉
、
寺
井
治
平
な
ど
の
高
い
技
量
と
熱
意
を
持
っ
た
人
々
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
が
相
互
交
流
し
つ
つ
活
発
に

活
動
し
た
こ
と
で
、
明
治
期
の
静
岡
県
下
に
お
け
る
雅
楽
伝
承
は
大
き
く
展
開
し
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注一　

中
世
に
は
、
倭
舞
、
鳥
名
子
舞
な
ど
、
江
戸
時
代
に
は
大
太
神
楽
が
神
前
で
奏
さ
れ
た
。

二　

	

明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
雅
楽
を
統
括
す
る
公
的
機
関
は
管
轄
が
太
政
官
、
式
部
寮
、
宮
内
省
な
ど
に
替
わ
り
、
名
称
も
数
度
に
わ
た
り
変
更
さ
れ

た
が
（
塚
原　

二
〇
〇
九
）、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
宮
内
省
楽
部
と
呼
ぶ
。

三　

明
治
以
降
は
「
世
襲
制
」
を
廃
止
し
、
い
わ
ゆ
る
楽
人
の
家
系
（
楽
家
）
で
な
い
者
も
従
事
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
在
で
も
二
十
五
、六
名
の
宮
内
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庁
楽
部
の
楽
師
の
う
ち
数
名
は
楽
家
の
末
裔
で
あ
る
。 

 
四　

明
治
初
頭
に
堂
上
公
家
が
握
っ
て
い
た
琵
琶
、
箏
な
ど
の
絃
楽
器
の
伝
承
権
を
廃
止
し
、
明
治
六
年
、
神
楽
も
一
般
人
民
に
開
放
す
る
政
策
が
発
表
さ
れ
た
。 

 
五　

中
世
末
か
ら
江
戸
初
期
の
楽
統
の
継
承
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照
（
寺
内　

二
〇
一
〇
）。 

 
六　

二
〇
二
二
年
の
文
献
調
査
中
、
東
儀
九
十
九
氏
よ
り
口
頭
で
の
ご
教
示
。 

 
七　
『
静
岡
士
族
名
簿 

乾
』
に
は
、
東
儀
春
太
郎
（
弘
長
男
）、
東
儀
閑
八
、
多
忠
敏
、
薗
廣
文
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
紅
葉
山
楽
人
も
し
く
は
そ
の
子

孫
。
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
ふ
じ
の
く
に
ア
ー
カ
イ
ヴ
）
参
照
。（https://m

ulti.tosyokan.pref.shizuoka.jp/digital-

library/detail?tilcod=0000000027-SZ01001383

）
東
儀
閑
八
は
代
々
「
東
儀
将
曹
」
と
通
称
さ
れ
て
き
た
紅
葉
山
東
儀
の
分
家
の
東
儀
元
虎
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
東
儀
家
蔵
『
家
傳
』
に
よ
れ
ば
、
弘
長
（
音
和
）
の
妻
は
、
元
虎
の
二
代
前
の
東
儀
元
鳳
の
末
娘
と
す
る
。 

 
八　

弘
長
家
の
詳
し
い
家
系
や
紅
葉
山
楽
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照
（
寺
内　

二
〇
二
三
）。 

 
九 

静
岡
県
立
図
書
館
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
安
政
五
年
〜
七
年
（
万
延
元
年
）、
万
延
二
年
（
文
久
元
年
）
〜
文
久
二
年
、
文
久
四
年
〜
慶
應

三
年
、
明
治
五
年
十
一
月
〜
明
治
十
年
、
明
治
十
二
年
〜
明
治
四
十
三
年
ま
で
が
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
全
て
。
な
お
、
日
記
に
は
、
神
社
の
行
事
、
神

道
界
の
動
向
な
ど
業
務
上
の
事
項
の
ほ
か
、
家
族
、
友
人
な
ど
に
関
す
る
私
的
な
内
容
も
多
い
。https://w

w
w
.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/

library/index.htm
l　

か
ら
「
そ
の
他
の
地
域
資
料
」
で
検
索
。　
 

 
一
〇　

同
様
に
、
ふ
じ
の
く
に
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
公
開
。 

 
一
一　

辞
職
は
老
齢
の
た
め
の
依
願
退
職
。
当
時
、
七
五
歳
で
正
六
位
勲
六
等
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
林
治
一
外
一
名
官
幣
中
社
井
伊
谷
宮
宮
司
命
免
ノ
件
」

に
よ
れ
ば
、
大
井
菅
麿
か
ら
次
の
林
治
一
に
正
式
に
宮
司
が
交
替
し
た
の
は
六
月
十
六
日
付
。https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/2676437 

 
一
二　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
（
葵
文
庫
）。https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100089649/ 

 
一
三　

国
家
神
道
を
背
景
と
し
た
全
国
の
神
社
へ
の
雅
楽
の
広
が
り
は
、
巫
女
神
楽
な
ど
古
く
か
ら
の
在
来
の
芸
能
の
駆
逐
を
引
き
起
こ
す
例
が
多
く
、
本
稿
で

も
部
分
的
に
そ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
る
。
こ
の
問
題
を
よ
り
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
拙
稿
（
寺
内　

二
〇
一
九
）
な
ど
参
照
の
こ
と
。 

 
一
四　

明
治
二
年
四
月
八
日
付
大
井
菅
麿
書
簡
と
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
。 
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一
五　

打
楽
器
と
笙
、
笛
が
順
次
演
奏
を
止
め
、
篳
篥
、
琵
琶
、
箏
で
し
ば
ら
く
即
興
的
な
手
を
演
奏
し
た
の
ち
篳
篥
が
抜
け
、
最
後
に
琵
琶
と
箏
で
楽
曲
を
終

わ
る
特
殊
演
出
。 

 
一
六　

神
部
神
社
、
浅
間
神
社
、
大
歳
御
祖
神
社
（
古
く
は
奈
吾
屋
神
社
）
の
三
社
を
総
合
し
て
静
岡
浅
間
神
社
と
す
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
久
能
寺
、
建
穂
寺

が
別
当
寺
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
廃
寺
と
な
っ
た
。（
静
岡
浅
間
神
社H

P

「
ご
由
緒
」
よ
り
）http://w

w
w
.shizuokasengen.net/yuisho.htm

l 

 
一
七　

明
治
六
年
十
一
月
二
十
七
日
「
大
教
院
并
中
教
院
規
則
」https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/1385830 

 
一
八　

元
、麹
町
の
紀
州
徳
川
邸
跡
に
置
か
れ
た
が
、芝
増
上
寺
内
に
新
し
い
建
物
を
作
り
移
転
し
た
。ま
た
大
教
院
開
講
当
日
に
は
、式
部
寮
に
よ
る
舞
楽
も
あ
っ
た
。

国
立
公
文
書
館
蔵
、
明
治
六
年
二
月
六
日
「
大
教
院
ヲ
芝
増
上
寺
ニ
設
ケ
中
教
院
ヲ
麹
町
ニ
建
築
セ
ン
ト
ス
」

 https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/1385898

国
立
公
文
書
館
蔵
、
明
治
六
年
六
月
十
五
日
「
大
教
院
於
テ
神
殿
鎮
座
開
講
施
行
」 

 https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/1385753

国
立
公
文
書
館
蔵
、
明
治
六
年
六
月
二
日
「
大
教
院
神
殿
落
成
舞
楽
執
行
」

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/1367672 

 
一
九　

神
道
事
務
局
の
分
局
の
意
。
神
道
事
務
局
は
大
教
院（
明
治
八
年
ま
で
存
続
）の
後
継
機
関
な
の
で
、大
教
院
廃
止
後
の
明
治
九
年
か
ら『
菅
麿
日
記
』に「
分

局
」
の
語
が
見
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。 

 
二
〇　

維
新
後
廃
寺
。
現
在
の
清
水
区
、
鉄
舟
寺
の
場
所
に
あ
っ
た
。 

 
二
一　

明
治
以
降
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
ま
で
は
桃
華
祭
が
例
祭
と
さ
れ
た
。
昭
和
三
一
年
以
降
は
、
四
月
五
日
（
江
戸
時
代
ま
で
は
旧
暦
二
月
廿
日
）

に
催
行
さ
れ
る
「
廿
日
会
祭
」（
江
戸
時
代
に
は
建
穂
寺
の
稚
児
舞
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
た
）
を
例
祭
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

https://ja-jp.facebook.com
/shizuokasengen/posts/1779054575734718/

な
お
、
廿
日
会
祭
は
明
治
四
年
か
ら
二
六
年
ま
で
中
断
し
て
お
り
、
菅
麿
が
祠
官
や
宮
司
と
し
て
奉
職
し
て
い
た
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

部
分
的
に
稚
児
舞
、
奏
楽
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
（
静
岡
市
観
光
交
流
文
化
局
文
化
財
課　

二
〇
一
七
、一
三
三
、一
三
七
頁
）。 
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二
二　
『
菅
麿
日
記
』
明
治
九
年
三
月
三
日
条
に
は
「
次
ニ
神
楽
執
行
。
採
物
ハ
幣
、
杖
、
笹
、
鉾
也
。」
と
あ
り
、
神
子
が
採
物
を
持
っ
て
舞
う
形
態
。

二
三　

た
だ
し
、
例
外
は
宮
中
で
毎
年
十
二
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
御
神
楽
の
儀
。
こ
れ
は
、
儀
式
の
全
般
が
十
数
曲
の
歌
と
舞
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
上
演
に
は

六
時
間
程
度
か
か
る
。
明
治
以
降
、
伊
勢
神
宮
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
部
の
楽
曲
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
神
社
で
も
御
神
楽
を
習
得
し
て
祝

詞
の
後
な
ど
に
演
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、〈
其
駒
〉
一
曲
だ
け
と
い
う
場
合
が
多
い
。

二
四　

初
出
は
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
三
月
二
八
日
条
。

二
五　

先
行
研
究
と
し
て
松
村	

二
〇
〇
〇
、
飯
田	

二
〇
一
三
な
ど
が
あ
る
。

二
六　

例
え
ば
、
神
奈
川
県
の
大
山
阿
夫
利
神
社
「
巫
女
舞
歌
譜
」（
一
八
八
七
）
や
香
川
県
金
刀
比
羅
宮
の
『
金
刀
比
羅
宮
舞
曲
圖
會
』（
一
九
三
四
）
な
ど
。

阿
夫
利
神
社
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
あ
る
（
飯
田　

二
〇
一
三
）。

二
七　

大
正
十
三
年
、春
日
大
社
の
再
版
本
が
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。https://dl.ndl.go.jp/pid/1182048/1/5	

ま
た
、

同
本
は
藝
能
史
研
究
會
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
一
巻
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
一
九
七
四
）。

二
八　

飯
田
は
、
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
蔵
の
「
大
和
春
日
神
社
八
少
女
神
楽
伝
統
」
と
い
う
資
料
か
ら
、
明
治
六
年
九
月
、
大
教
院
へ
伝
習
の
た
め
東
京
に
上
京

し
た
と
す
る
（
飯
田　

二
〇
一
三
、七
〇
）。

二
九　

当
該
部
分
の
直
前
に
出
て
く
る
「
も
ろ
こ
し
風
」
の
歌
舞
の
こ
と
。

三
〇　

こ
の
文
の
直
前
に
示
さ
れ
て
い
る
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
が
そ
の
昔
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
を
訪
れ
、
巫
女
舞
の
歌
詞
を
『
玉
勝
間
』
に

記
し
た
こ
と
を
指
す
。

三
一　

静
岡
県
富
士
宮
市
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
（
駿
河
國
一
之
宮
）
の
こ
と
か
。

三
二　

筆
者
は
二
〇
二
二
年
に
同
家
の
古
文
書
調
査
を
行
っ
た
折
、
倭
舞
・
巫
女
舞
の
楽
譜
と
し
て
、
綴
ら
れ
た
も
の
八
点
、
一
枚
も
の
十
七
点
（
計
二
五
点
）

を
確
認
し
た
。
一
枚
も
の
の
楽
譜
は
、
懐
中
に
入
れ
て
実
際
の
演
奏
時
に
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
家
の
文
書
中
に
、
冨
田
が
発
行
し
た
『
や

ま
と
ま
ひ
歌
譜
并
装
束
調
度
圖
』
の
所
蔵
も
確
認
で
き
た
。

三
三　

須
走
は
富
士
山
の
主
要
な
登
山
口
の
一
つ
。
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三
四　
『
菅
麿
日
記
』の
別
の
箇
所
に
は「
坂
廣
雄
」と
出
て
く
る
。坂
廣
雄（
一
八
四
〇
〜
一
九
〇
一
）は
、愛
知
県
横
須
賀
村
の
愛
宕
神
社
の
神
官
の
出
。明
治
時
代
、

御
歌
所
の
寄
人
に
な
っ
た
、
阪
正
臣
の
和
歌
の
師
。
こ
の
時
、
静
岡
浅
間
神
社
の
神
官
で
、
中
教
院
の
少
講
義
。 

 
三
五　

静
岡
浅
間
神
社H

P

「
境
内
案
内
」
よ
り
。http://w

w
w
.shizuokasengen.net/guide.htm

l#m
10 

 
三
六　

神
社
が
固
有
に
設
定
し
た
祭
事
は
、
国
が
制
定
し
た
祭
「
官
祭
」
に
対
し
て
「
私
祭
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
臨
時
に
行
わ
れ
る
招
魂
祭
や
九
月

二
十
五
日
頃
の
神
衣
祭
で
も
倭
舞
が
行
わ
れ
た
例
が
見
え
る
（『
管
麿
日
記
』
明
治
十
年
十
一
月
二
五
日
、
明
治
十
二
年
九
月
二
四
日
条
な
ど
）。
東
儀
弘
長
家

文
書
の
中
に
、
明
治
二
十
年
三
月
三
日
浅
間
神
社
例
祭
に
用
い
た
と
す
る
楽
譜
が
あ
り
、〈
笛
音
取
〉〈
し
ろ
か
ね
や
〉〈
め
つ
ら
し
な
〉〈
か
す
か
や
ま
〉〈
千

代
ま
て
と
〉〈
い
さ
た
ち
な
む
（
立
歌
）〉
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
静
岡
浅
間
神
社
例
祭
の
曲
目
は
、
こ
れ
ら
の
曲
に
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
三
七　

明
治
八
年
三
月
の
式
部
寮
達
（『
太
政
類
典
』
第
二
編
「
神
社
祭
式
頒
布
ニ
付
神
宮
遥
拝
式
並
元
始
祭
孝
明
神
武
両
帝
遥
拝
式
ノ
布
達
ヲ
廃
ス
」）
に
は
、

祈
年
祭
、
新
嘗
祭
、
例
祭
、
元
始
祭
、
紀
元
節
、
大
祓
、
神
嘗
祭
遥
拝
、
假
殿
遷
座
、
本
殿
遷
座
、
そ
の
他
（
孝
明
天
皇
陵
遥
拝
、
神
武
天
皇
陵
遥
拝
）
の
式

次
第
と
、
祝
詞
、
神
饌
の
種
類
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。 

 
三
八　

当
時
は
ま
だ
鉄
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
静
岡
の
清
水
港
か
ら
船
で
横
浜
に
行
き
、
横
浜
か
ら
東
京
ま
で
は
汽
車
、
東
京
に
数
日
滞
在
し
て
、
博

覧
会
場
や
牛
込
の
雅
楽
稽
古
所
を
見
学
し
、
浅
草
、
宇
都
宮
、
白
河
ま
で
馬
車
、
白
河
か
ら
は
人
力
車
で
会
津
若
松
へ
向
う
と
い
う
行
程
だ
っ
た
。 

 
三
九　
『
菅
麿
日
記
』
明
治
十
七
年
一
月
十
二
日
条
に
は
、「
夫
ヨ
リ
雅
楽
稽
古
所
へ
行
。
東
儀
季
継
（
マ
マ
）
氏
ニ
逢
。
武
井
柯
亭
氏
ノ
義
尋
候
処
、
未
出
京
不

致
候
由
也
。」と
あ
り
、菅
麿
が
宮
内
省
楽
部（
雅
楽
稽
古
所
）と
武
井
柯
亭
の
間
を
取
り
持
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。明
治
十
七
年
三
月
一
日
条
に
再
び
、「
雅

楽
稽
古
所
へ
行
。
林
廣
継
氏
ニ
逢
。
武
井
柯
亭
ノ
上
京
ノ
義
承
り
候
処
、
未
着
無
之
由
被
申
候
間
、
出
京
候
ハ
ゝ
小
子
両
度
御
尋
申
候
義
、
御
咄
可
被
下
候
頼

置
候
」
と
あ
る
。
一
月
の
「
東
儀
季
継
」
は
「
東
儀
季
長
」
カ
。 

 
四
〇　

校
閲
書
に『
山
形
県
地
理
書
』（
一
八
七
九
）。
同
書
奥
付
に「
東
京
府
士
族　

南
村
山
郡
山
形
香
澄
町
番
外
地
寄
留
」と
あ
る
。
康
守
の
当
時
の
肩
書
は「
師

範
学
校
監
事
」（https://kindai.nijl.ac.jp/kindais/SKTK-00412

）。
子
の
深
田
康
算
（
一
八
七
八
〜
一
九
二
八
）
は
美
学
者
で
京
都
帝
国
大
学
教
授
。 

 
四
一　

伊
佐
須
美
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
御
田
植
祭
の
ご
案
内
」https://isasum

i.or.jp/otaue.htm
l

文
化
庁
広
報
誌
『
ぶ
ん
か
る buncul

』「
祭
り
歳
時
記
」no.23

（
二
〇
一
八
）

四
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https://w
w
w
.bunka.go.jp/prm

agazine/rensai/m
atsuri/m

atsuri_023.htm
l 

 
四
二　

も
と
鹿
沼
宿
本
陣
の
生
ま
れ
。
小
室
昇
と
し
て
水
戸
天
狗
党
に
参
加
。
後
、
神
道
家
と
し
て
活
躍
。（
鹿
沼
ま
る
ご
と
博
物
館https://hi-in.facebook.

com
/m

arugotokanum
a/posts/4036031109848042/

）『
中
庸
随
神
解
』な
ど
の
著
書
あ
り
。『
明
治
十
二
年　

明
治
天
皇
御
下
命「
人
物
写
真
帖
」』（
神

官
僧
侶
）
に
も
掲
載
さ
れ
る
。（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館https://shozokan.kunaicho.go.jp/collection/object/SZK001473-040

） 

 
四
三　

現
在
の
千
葉
県
の
民
俗
芸
能
で
も
用
い
ら
れ
る
、能
の
大
鼓
と
同
じ
形
状
の
鼓
。能
の
よ
う
に
素
手
で
は
な
く
、バ
チ
で
打
つ
。能
の
大
鼓
は「
お
お
つ
づ
み
」

ま
た
は
「
お
お
か
わ
」
と
呼
ば
れ
る
。 

 
四
四　
『
菅
麿
日
記
』
明
治
二
十
年
二
月
三
日
条
に
、
田
遊
を
執
行
し
た
人
々
と
し
て
「
出
頭
ノ
旧
社
人
ハ
太
田
（
空
欄
二
文
字
分
）、
宮
谷
庫
太
郎
、
増
田
益
吉
、

山
田
清
三
郎
、
神
間
三
藤
次
、
中
野
虎
蔵
、
同
元
江
、
甲
賀
喜
平
、
鈴
村
磯
吉
、
神
間
時
次
郎
、
森
田
藤
吉
、
佐
藤
金
枝
、
内
山
源
七
、
原
田
権
平
等
也
」
と

あ
る
。
ち
な
み
に
、
菅
麿
は
田
遊
を
み
た
感
想
と
し
て
、「
随
分
古
雅
ナ
ル
式
也
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 
四
五　

戊
辰
戦
争
の
時
、
神
官
を
中
心
と
す
る
討
幕
軍
「
遠
州
報
告
隊
」
に
関
わ
っ
た
人
物
。 

 
四
六　

ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
は
「
神
教
歌
」
に
つ
い
て
、「
賛
美
歌
と
唱
歌
の
狭
間
か
ら
起
こ
っ
た
明
治
初
期
神
道
の
歌
」
と
形
容
し
て
い
る
（
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ 

二
〇
〇
八
）。 

 
四
七　

天
宮
神
社
、山
名
神
社
の
舞
楽
と
と
も
に
、「
遠
江
森
町
の
舞
楽
」
と
し
て
、昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
（
文
化
庁
「
国

指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」。https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/302/81 

 
四
八　
〈
色
香
〉
は
菩
薩
舞
の
系
統
。 

 
四
九　

小
國
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
十
二
段
舞
楽
」http://w

w
w
.okunijinja.or.jp/event/bugaku/ 

 
五
〇　

伴
奏
音
楽
は
、
笙
、
篳
篥
な
ど
雅
楽
の
楽
器
は
用
い
ず
、
笛
（
七
孔
）、
太
鼓
（
鋲
打
ち
で
や
や
胴
体
が
長
い
太
鼓
）、
鉦
鼓
（
雅
楽
の
鉦
鼓
と
異
な
り
、

本
体
を
伏
せ
て
台
の
上
に
置
き
、
太
め
の
木
バ
チ
で
打
つ
）
に
よ
る
合
奏
。 

 
五
一　

菅
麿
が
「
舞
台
」
と
呼
ぶ
「
舞
殿
」
は
、焼
失
前
は
鳥
居
か
ら
拝
殿
に
至
る
直
線
上
に
位
置
し
て
い
た
。
現
在
の
「
舞
殿
」
は
参
道
か
ら
東
に
ず
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
二
の
鳥
居
の
位
置
に
は
、
焼
失
前
は
見
事
な
楼
門
が
あ
っ
た
。
菅
麿
が
「
御
鳥
居
ノ
処
迄
御
渡
ア
リ
テ
」
と
言
っ
て
い
る
鳥
居
は
、
現
在
、
神

四
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社
参
道
の
最
南
端
に
あ
る
大
鳥
居
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
森
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
六
、六
四
三
頁
絵
図
１
と
六
四
五
頁
絵
図
２
）。

五
二　

大
井
重
古
は
菅
麿
の
実
弟
。

五
三　
『
森
町
史　

資
料
編
五
』
に
は
、
明
治
二
四
年
三
月
か
ら
四
月
の
日
付
の
舞
楽
装
束
、
舞
楽
面
の
見
積
書
や
支
払
明
細
書
類
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
森
町

史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
六
、二
七
九—

二
八
九
頁
）。

五
四　
『
菅
麿
日
記
』
明
治
二
十
年
六
月
十
日
条
に
よ
れ
ば
、
六
月
五
日
に
東
儀
家
の
菩
提
寺
の
華
陽
院
で
追
善
の
会
が
あ
り
、
弟
子
に
よ
っ
て
平
調
七
曲
が
演

奏
さ
れ
た
。
菅
麿
は
音
和
の
葬
儀
に
も
追
善
会
に
も
出
席
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
六
月
十
日
に
静
岡
に
帰
っ
た
時
に
墓
参
し
た
。

五
五　

明
治
五
年
一
月
二
三
日
、「
公
文
録
」「
井
伊
谷
宗
良
親
王
御
社
井
伊
谷
宮
ト
被
称
候
御
達
」、
明
治
六
年
六
月
九
日
「
公
文
録
」「
白
峯
宮
鎌
倉
宮
井
伊
谷

宮
三
社
ヲ
官
幣
中
社
列
東
照
宮
ヲ
格
別
官
幣
社
ニ
被
仰
出
度
伺
」。『
引
佐
町
史　

下
巻
』「
井
伊
谷
宮
の
創
建
」（
引
佐
町
、一
九
九
三
、一
〇
七—

一
四
六
頁
）。

五
六　

こ
の
他
、
菅
麿
は
赴
任
直
後
の
明
治
二
二
年
か
ら
、
井
伊
谷
宮
が
勧
請
さ
れ
た
二
月
二
二
日
に
御
勧
請
紀
念
の
私
祭
、
明
治
六
年
六
月
九
日
に
社
格
が
官

幣
中
社
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
六
月
九
日
に
社
格
決
定
紀
念
の
私
祭
を
創
始
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
二
つ
の
私
祭
で
は
、
近
隣
の
二
宮
神
社

で
行
わ
れ
て
い
た
在
来
の
巫
女
神
楽
を
招
き
、
恒
例
的
に
演
じ
さ
せ
て
い
る
。

五
七　

こ
の
時
は
ま
だ
人
力
車
な
ど
を
乗
り
継
い
だ
旅
。
明
治
二
二
年
四
月
一
六
日
に
浜
松—

新
橋
間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
こ
れ
以
後
、
菅
麿
は
静
岡
や
袋
井
方

面
へ
の
旅
行
に
汽
車
を
利
用
し
て
い
る
。

五
八　

現
・JR

袋
井
駅
前
の
天
理
教
山
名
大
教
会
。
教
会
設
立
五
十
周
年
記
念
誌
や
開
祖
の
諸
井
国
三
郎
夫
妻
の
自
伝
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
天
理
教
山

名
大
教
会　

一
九
三
二
、
諸
井　

一
九
一
六
）。『
菅
麿
日
記
』
に
は
「
廣
岡
教
会
」
と
「
山
名
教
会
」
と
出
て
く
る
が
、
実
質
的
に
は
同
じ
教
会
カ
。

五
九　
『
天
理
教
山
名
大
教
会
史—

—

初
代
会
長
入
信
五
十
周
年
記
念
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
十
月
二
二
日
に
上
棟
式
、
十
月
二
五
日
、
二
六
日
に
秋
季
大
祭
を
行
っ

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
（
天
理
教
山
名
大
教
会　

一
九
三
二
、一
四
頁
）。

六
〇　

菅
麿
は
、
廣
岡
（
山
名
）
の
他
に
気
賀
、
藤
枝
（
益
津
）
な
ど
の
天
理
教
教
会
で
も
雅
楽
を
教
え
て
い
る
。

六
一　
『
天
理
教
山
名
大
教
会
史—

—

初
代
会
長
入
信
五
十
周
年
記
念
』
に
は
「
寺
井
次
平
」
と
表
記
。

六
二　

例
え
ば
、寺
井
治
平
は
明
治
二
六
年
八
月
二
三
日
か
ら
一
週
間
、明
治
三
三
年
八
月
十
二
日
か
ら
四
日
間
、井
伊
谷
宮
に
留
ま
り
、菅
麿
の
稽
古
を
受
け
た
。
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六
三　

例
え
ば
、『
菅
麿
日
記
』
明
治
三
十
年
二
月
二
五
日
条
に
よ
れ
ば
寺
井
治
平
の
周
旋
に
よ
り
四
名
、
三
十
年
十
月
十
八
日
条
で
は
、
十
二
名
の
者
が
雅
楽

に
入
門
し
た
。

六
四　

例
え
ば
、
明
治
十
六
年
六
月
十
二
日
条
に
は
、
音
和
か
ら
の
伝
言
を
季
長
に
伝
え
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

六
五　
『
菅
麿
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
五
年
ま
で
に
、
五
常
楽
、
越
天
楽
、
賀
殿
急
、
胡
飲
酒
、
合
歓
塩
、
抜
頭
、
早
甘
州
、
陵
王
な
ど
を
習
得
。

参
照
文
献

飯
田
隆
夫　

二
〇
一
三
「
富
田
光
美
が
相
模
大
山
に
伝
え
た
倭
舞
・
巫
女
舞—

—

歌
譜
と
そ
の
背
景
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇
』

四
一
、五
三—

七
〇
。

引
佐
町
編　

一
九
九
三
『
引
佐
町
史　

下
巻
』
引
佐
、
引
佐
町
。

大
山
阿
夫
利
神
社　

一
八
八
七
『
巫
女
舞
歌
譜
』（
明
治
十
年
冨
田
光
美
写
）（
一
九
八
八
、
本
田
安
次
「
春
日
の
八
乙
女
舞
歌
」『
芸
能
』
三
〇
（
九
）、
八—

一
四
、
所
収
。

小
國
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
十
二
段
舞
楽
」http://w

w
w.okunijinja.or.jp/event/bugaku/

小
栗
純
子　

一
九
六
九
『
日
本
の
近
代
社
会
と
天
理
教
』（
日
本
人
の
行
動
と
思
想　

七
）
東
京
、
評
論
社
。

ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
、
ヘ
ル
マ
ンG

ottschew
ski,	H

erm
ann	

二
〇
〇
八
「
権
田
直
助
編
述
『
神
教
歌
譜
』—

—

賛
美
歌
と
唱
歌
の
狭
間
か
ら
起
こ
っ
た
明
治
初
期

神
道
の
歌
」『
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
研
究
報
告
』
五
、五
七—
六
一
。

権
田
直
助　

一
八
八
一
『
神
教
歌
譜
』
三
島
、
小
西
又
三
郎
刊
（
一
八
八
二
）。（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
。https://w

w
w
.digital.

archives.go.jp/im
g/1208516

金
刀
比
羅
宮
社
務
所
編　

一
九
三
四
『
金
刀
比
羅
宮
舞
曲
圖
會
』
琴
平
、
金
刀
比
羅
宮
社
務
所
第
一
課
。

阪
本
是
丸　

二
〇
一
六
「
近
代
の
神
社
祭
祀
と
「
神
社
音
楽
」—

—

『
浦
安
の
舞
』
へ
の
道
程
（
上
）」『
神
道
宗
教
』
二
四
一
、一—

三
四
頁
。

静
岡
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
八
九
『
静
岡
県
史　

資
料
編
16
近
現
代
一
』
静
岡
、
静
岡
県
。
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静
岡
市
編　

二
〇
一
六
『
久
能
山
誌
』
静
岡
、
静
岡
市
。

静
岡
市
観
光
交
流
文
化
局
文
化
財
課
編　

二
〇
一
七
『
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭
の
稚
児
舞
』
静
岡
、
静
岡
市
教
育
委
員
会
。

嶋
津
宣
史　

一
九
九
五
「
神
宮
祭
祀
の
雅
楽
導
入
に
つ
い
て
」『
神
道
宗
教
』
一
六
一
、九
三—

一
一
一
。

―
―　

二
〇
一
五
『
神
宮
雅
楽
の
伝
統
』
伊
勢
、
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
。

鈴
木
正
崇　

一
九
九
六
「
森
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The	process	of	the	dissemination	of	gagaku 	in	the	Meiji	period	under	Shizuoka	
prefecture:	based	on	the	analysis	of	the	diary	of	Ōi	Sugamaro

TERAUCHI	Naoko
	

This	article	explores	 the	process	of	 the	dissemination	of	gagaku 	 (imperial	court	
music)	 into	 local	provinces	 in	 the	Meiji	period	 that	has	been	 largely	unexplained	
in	the	previous	studies	on	this	music.	Although	State	Shintoism	regulated	to	utilize	
gagaku	 in	the	shrine	rituals,	many	priests	in	local	areas	were	put	in	a	great	trouble	
since	they	had	neither	the	gagaku 	tradition	nor	the	route	to	learn	the	music	from	the	
imperial	musicians	in	Tokyo.	Under	this	circumstance,	‘intermediate	instructors’	who	
could	connect	the	imperial	musicians	to	local	practitioners	played	an	important	role.			
Tōgi	Otowa	 (1833-1887),	a	 former	gagaku	musician	of	Edo	bakufu	government,	

was	such	a	person.	He	moved	 into	Shizuzoka	city	after	 the	Meiji	Restoration	and	
established	a	foundation	of	gagaku	 tradition	there,	while	he	kept	a	strong	connection	
with	 the	 imperial	musicians	 in	Tokyo.	Ōi	Sugamaro	 (1836-c.1910),	one	of	Tōgi’s	
disciples	and	a	 shrine	priest,	 enthusiastically	 taught	gagaku	 at	Oguni	 jinja	and	
Iinoya-gū	shrines	in	western	Shizuoka	prefecture	during	his	term	as	chief	priest.	He	
also	provided	 lessons	 to	many	Tenrikyō	believers	 in	 the	province.	This	article	has	
clarified	how	the	 intermediate	 instructors	such	as	Tōgi	and	Ōi	raised	up	 the	next	
generation	instructors	and	eventually	expanded	a	gagaku 	network.	It	has	been	also	
revealed	 that	 some	of	 the	 instructors	 showed	an	outstanding	progress	 to	acquire	
specific	repertoire	only	permitted	to	advanced	players	in	addition	to	common	pieces	
required	in	routine	rituals.	

Keywords 	:	gagaku ,	intermediate	instructor,	Tōgi	Otowa,	Ōi	Sugamaro,	Shintoism.
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